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戦後、資源に乏しい日本は高い技術力で生産される工業製品をおかげで、経済成長

を遂げてきました。技術立国・日本と言われる所以です。しかし、最近はアジア諸国

の台頭で、技術立国・日本に陰りがみえ、経済は停滞する傾向にあります。日本経済

を再生するためには、世界的な競争力を強化する必要があり、技術革新はその原動力

となります。技術革新を支えるのが工学で、工学は数学や物理・化学などの学問を基

礎として、人や環境に優しい技術開発に携わる学問であり、工学部は日本の基幹産業

を支える技術者を輩出する学部です。 

近年、子供たちの理工系離れが進み、理科に対する子供たちの興味が薄くなり、学

力の低下も進み、技術立国・日本の将来を支える科学者や技術者の育成が案じられる

ような状況となっています。将来の科学技術を担う子供たちを育成するためには、子

供たちに早くから科学に関心を持ってもらい、理科が大好きな少年・少女を育てるこ

とが必要です。工学部では科学の素晴らしさやものづくりの楽しさが体験できるよう

なイベントを毎年多数開催しており、子供たちには「アドベンチャー工学部」、中学生

や高校生には「青少年のための科学の祭典」、「テクノフェスタ体験入学」などやスー

パーサイエンスハイスクールへの協力を積極的に行っています。また、平成 18 年度に

設立された理科や工業系の高校教員と工学部教員との教育ネットワークを活用した高

大教育連携も継続して実施してきました。 

さらに、地域の技術者の育成や企業の活性化に貢献できる行事として、地域の技術

者も参加できる講座、実習の開講、産学連携事業や地域企業が抱える課題解決のため

の卒業研究テーマの募集・実施なども展開しております。 

本冊子は平成 26 年に地域と取り組んできた各種の催しや活動を紹介したもので、今

の工学部を垣間見ることができます。本冊子に掲載されている様々な取組みに積極的

にご協力いただきました中学校や高校の教員の皆様方、宮崎県や地域の産業界の皆様

方に心から御礼申し上げます。また、これらの取組を企画、実施していただきました

工学部教職員や行事のお手伝いをいただきました学生の皆さんに感謝いたします。 

工学部は、これからも我が国の基幹産業を支えることのできる国際的に通用する専

門技術者の育成や宮崎の地域特性を活かした研究などの推進に加えて、地域の活性化

や技術者を目指す青少年への科学への動機付けなどを積極的に進めてまいります。 

工学部の教職員の皆様には今まで以上のご協力をお願いいたします。 
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ḹ ǀ11 1 1 ˲ǁ 

参加高校：県内：２３校 県外 １校 

宮崎大宮高等学校、宮崎工業高等学校、宮崎南高等学校、宮崎北高等学校、佐土原高等学校、日

南高等学校、福島高等学校、都城泉ヶ丘高等学校、都城西高等学校、小林高等学校、小林秀峰高

等学校、妻高等学校、高鍋高等学校、延岡星雲高等学校、日向工業高等学校、日向高等学校、五

ヶ瀬中等教育学校、日向学院高等学校、宮崎学園高等学校、宮崎日本大学高等学校、宮崎第一高

等学校、鵬翔高等学校、日南学園高等学校、愛媛県立今治北高等学校 

 

 

˗ ὕ Кὦ 

工学部テクノフェスタ体験入学は、県内外の高校生に宮崎大学工学部を広く深く知ってもらうこ

とを目的に、毎年大学祭の日に合わせて実施しており、今年度で１６回目の開催となった。本事業

では、高校生に希望する学科の講義と実験・実習を体験していただき、各学科の教育・研究内容と

工学の面白さを知ってもらうとともに、高校生が進路を選択する上で少しでも参考になることを期

待して実施している。 

今年度のプログラムと入学式・修了式等の様子を別紙に示す。プログラムは工学部の全７学科で

行い、各学科とも高校生の興味を引くようなテーマを設定している。本事業は工学部地域連携委員

会が企画運営し、各学科の教員が講義（午前９０分間）と実験・実習（午後９０分間）を担当し、

さらに実験・実習の補佐員として多くの大学生・院生の協力のもと行っている。今年度は１８７人

の参加があり、昨年度（１５４人）より大幅に参加者数が増加した。当日行ったアンケート調査で

は、参加した高校生の多くが「参加して良かった・まあまあ良かった」と回答しており、また、「宮

崎大学工学部に関心がわいた」と回答した者も多く、当初の目的を達成できたと判断している。 

例年、体験入学には宮崎大学工学部への進学を希望する高校生が多数参加していることから、プ

ログラムの改善を行いながら、今後とも工学部の重要な大学開放事業及び地域貢献事業として継続

すべきと思われる。 

  

♥◒ⱡⱨ▼☻♃  
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平成 26 年度工学部テクノフェスタアンケート集計 

工学部地域連携委員会 

１．基本事項 

 アンケート回答者は 183 名（参加者は 187 名）で回収率は 98%（H25 年度は 97％）であった。

回答者の属性の内訳は、表１の通りである。 

① 昨年度と比べ参加人数は増加した。 

② 特に普通系の参加が増加した。 

③ 普通系は 1、2 年生が昨年と比べ増加したが、3 年生が減少した。 

④ 工業系は 1、2 年生の減少により、全体として昨年より減少した。 

 

表１ 参加者の回答人数 

H26 年度 

学科名 
普通系 工業系 その他 

合計 
1 年 2 年 3 年 合計 1 年 2 年 3 年 合計 1 年 2 年 3 年 合計 

環境応用化学 13 6 7 26 0 0 2 2 2 2 0 4 32 

社会環境システム 4 3 5 12 0 0 0 0 0 0 0 0 12 

環境ロボティクス 1 10 1 12 0 2 3 5 0 1 0 1 18 

機械設計システム 15 24 3 42 0 0 2 2 1 0 0 1 45 

電子物理 2 15 2 19 0 0 2 2 2 0 0 2 23 

電気システム 0 7 2 9 1 0 3 4 0 0 0 0 13 

情報システム 2 16 7 25 2 6 7 15 2 0 0 2 42 

合計 37 81 27 145 3 8 19 30 7 3 0 10 185 

H25（H24）年度 

学科名 
普通系 工業系 その他 

合計 
1 年 2 年 3 年 合計 1 年 2 年 3 年 合計 1 年 2 年 3 年 合計 

環境応用化学 6 (5) 7 (7) 3 (7) 16 (19) 0 (0) 1 (0) 0 (2) 1 (2) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 17 (21) 

社会環境システム 4 (5) 1 (5) 7 (2) 12 (12) 0 (0) 0 (0) 1 (0) 1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 13 (12) 

環境ロボティクス 0 (4) 4 (8) 3 (6) 7 (18) 0 (0) 5 (2) 5 (4) 10 (6) 0 (5) 0 (0) 0 (0) 0 (5) 17 (29) 

機械設計システム 11 (7) 3 (12) 8 (1) 22 (20) 0 (0) 0 (4) 2 (5) 2 (9) 0 (2) 1 (3) 1 (0) 2 (5) 26 (34) 

電子物理 2 (6) 2 (10) 6 (2) 10 (18) 0 (0) 2 (0) 1 (3) 3 (3) 2 (0) 0 (1) 1 (0) 3 (1) 16 (22) 

電気システム 1 (5) 3 (5) 6 (5) 10 (15) 2 (0) 7 (0) 1 (4) 10 (4) 0 (0) 0 (0) 0 (1) 0 (1) 20 (21) 

情報システム 7 (5) 16 (9) 2 (4) 25 (18) 5 (2) 5 (9) 5 (2) 15 (13) 0 (0) 0 (0) 0 (1) 0 (1) 40 (32) 

合計 31 (37) 36 (56) 33 (27) 102(120) 7 (2) 20 (15) 15 (20) 42 (37) 2 (7) 1 (4) 2 (2) 5 (13) 149 (171) 

実際の参加人数：応化 21、環シス 11、ロボ 29、機械 36、電物 22、電シス 20、情報 34、合計 173 

 

２．設問４の(1)–(4)の回答結果 

 表２より、93%（昨年 88％）の学生がテクノフェスタに参加して宮崎大学工学部の様子が分かったと

回答している。また、表５より、93%（昨年 91%）の学生が宮崎大学工学部に関心がわいたと回答して

おり、テクノフェスタの目標の一つである工学部の紹介については目標を達成したと考えられる。 

 表３より、97%（昨年 94%）の学生がテクノフェスタに参加して良かったと評価しており、また、表

４より、93%（昨年 91%）の学生が体験入学のような催しがあれば参加したいと回答しており、高い満

足度を得られていることが伺える。 
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表２ 設問 4(1)：今回は工学部のほんの一部を体験しましたが、宮崎大学工学部の様子が少しでもわかりましたか。 

H26 年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計－比率% 

①よくわかった 15 3 7 15 6 13 8 46－31% 

②だいたいわかった 15 9 17 17 13 7 15 82－55% 

③なんとも言えない 2 0 4 2 3 1 8 17－11% 

④まだよくわからない 0 0 1 0 0 0 1 4－3% 

H25(H24)年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計ー比率% 

①よくわかった 7(6) 7(3) 6(7) 11(15) 4(6) 5(13) 6(8) 46－31% (58－34%) 

②だいたいわかった 7(14) 6(9) 11(17) 14(17) 10(13) 14(7) 20(15) 82－55% (92－54%) 

③なんとも言えない 3(1) 0(0) 0(4) 1(2) 1(3) 0(1) 12(8) 17－11% (19－11%) 

④まだよくわからない 0(0) 0(0) 0(1) 0(0) 1(0) 1(0) 2(1) 4－3% (2－1%) 

 

表３ 設問 4(2)：体験入学に参加してみて、良かったですか。 

H26 年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計－比率% 

①よかった 23 11 13 36 21 9 31 144－78% 

②まあまあよかった 7 1 3 9 1 3 11 35－19% 

③よくわからない 2 0 2 0 1 1 0 6－3% 

④悪かった 0 0 0 0 0 0 0 0－0% 

H25(H24)年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計ー比率% 

①よかった 15(17) 11(10) 14(20) 19(25) 13(11) 14(18) 16(16) 102－68% (117－68%) 

②まあまあよかった 0(4) 2(2) 2(7) 7(9) 3(10) 6(2) 18(10) 38－26% (44－26%) 

③よくわからない 2(0) 0(0) 1(2) 0(0) 0(1) 0(1) 6(6) 9－6% (10－6%) 

④悪かった 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0－0% (0－0%) 

 

表４ 設問 4(3)：また体験入学のような催しがあれば、参加したいですか。 

H26 年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計－比率% 

①ぜひ参加したい 22 10 11 26 16 8 31 124－67% 

②参加してもよい 6 2 5 19 7 2 8 49－26% 

③よくわからない 3 0 2 0 0 3 1 13－9% 

④参加しない 1 0 0 0 0 0 2 0－0% 

H25(H24)年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計ー比率% 

①ぜひ参加したい 9(14) 9(6) 13(15) 16(17) 11(9) 11(17) 12(15) 93－54% (93－54%) 

②参加してもよい 7(3) 4(4) 4(11) 8(16) 4(11) 9(2) 19(10) 57－33% (57－33%) 

③よくわからない 1(4) 0(2) 0(3) 2(1) 1(1) 0(1) 9(4) 16－9% (16－9%) 

④参加しない 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(1) 0(1) 0(3) 5－3% (5－3%) 
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表５ 設問 4(4)：宮崎大学工学部に関心がわきましたか。 

H26 年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計－比率% 

①非常に関心がわいた 13 8 6 21 12 6 19 85－46% 

②少し関心がわいた 14 4 10 23 10 6 20 87－47% 

③よくわからない 5 0 2 1 1 1 2 12－6% 

④関心が無くなった 0 0 0 0 0 0 1 1－1% 

H25(H24)年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計ー比率% 

①非常に関心がわいた 8(11) 10(5) 12(19) 19(13) 10(10) 8(16) 13(8) 80－54% (82－48%) 

②少し関心がわいた 8(10) 3(6) 4(8) 5(21) 5(11) 12(3) 18(16) 55－37% (75－44%) 

③よくわからない 1(0) 0(1) 1(2) 2(0) 1(1) 0(2) 9(8) 14－9% (14－8%) 

④関心が無くなった 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0－0% (0－0%) 

 

 

３．設問４の(5)-(6)の回答結果 

 この設問は進学に関する項目なので、学年別に整理した。その他は普通科として処理した。 

 表６、７より、3 年生は、多くが（工業系は全員）宮崎大学工学部に進学を希望していた。2 年生で

は、約 35％（昨年約 40%）が宮崎大学工学部への進学を希望している。 

 

表６ 設問 4(5)：工学系の大学に進学しようと考えていますか。（括弧内は H25/H24 年度の結果） 

 
普通系 工業系 

１年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 

①考えている 19 (19/20) 59 (25/42) 26 (37/27) 3 (2/1) 7 (16/14) 19 (15/20) 

②未定 15 (10/22) 17 (10/13) 1 (0/0) 0 (5/1) 1 (4/1) 0 (0/0) 

③考えていない 3 (4/3) 5 (2/6) 0 (0/0) 0 (0/0) 0 (0/0) 0 (0/0) 

 

表７ 設問 4(6)：宮崎大学工学部に進学しようと考えていますか。（括弧内は H25/H24 年度の結果） 

 
普通系 工業系 

１年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 

①考えている 7 (6/9) 28 (13/20) 26 (35/24) 1 (1/0) 3 (10/9) 16 (15/20) 

②未定 26 (21/31) 40 (23/29) 0 (1/2) 1 (5/1) 4 (9/5) 2 (0/0) 

③考えていない 5 (6/5) 13 (1/12) 1 (1/2) 1 (1/0) 1 (1/1) 1 (0/0) 

 

 

４．設問５(1)：参加した動機 

 1、2 年生では、「先生・友人の勧め」と「宮崎大学の学科・専門分野に興味」が多く、事前宣伝や各

校への連絡の重要性が伺える。2、3 年生になると「進学希望」や「大学、工学についての一般的な興味」

が多くなり、3 年生では、「本学・他大学工学部への進学」が多く、受験に対する意識が現れている。 
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（括弧内は H25/H24 年度の結果） 

１学年 

大学、工学についての一般的な興味 9（11／6）件 

先生、友人の勧め 12（16／18）件 

宮崎大学の学科・専門分野に興味 12（6／11）件 

テクノフェスタに興味 6（1／6）件 

進学希望 5（6／3）件 

その他 3（4／3）件 

・3D プリンタに興味があった。 

・ものづくりに興味があった。 

・フラクタル図形の講義に興味があった。 

２学年 

大学、工学についての一般的な興味 21（17／10）件 

先生、友人の薦め 24（20／25）件 

宮崎大学の学科・専門分野に興味 18（15／26）件 

テクノフェスタに興味 11（5／7）件 

進学希望 16（12／6）件 

その他 6（2／1）件 

・3D プリンタに興味があった。   ・LED に興味があった。 

・進路決定の参考にする。 ・フラクタル図形に興味があった。2 件 

３学年 

大学、工学についての一般的な興味 0（4／2）件 

先生、友人の薦め 8（2／6）件 

宮崎大学の学科・専門分野に興味 6（36／16）件 

テクノフェスタに興味 1（2／3）件 

進学希望 28（27／19）件 

その他 0（1／2）件 

 

 

５．設問５(2)：一番印象に残ったこと 

１学年 

普通系 

・実験。( 環境応用) ×8 

・ゲルを作る過程での変化。( 環境応用) ×4 

・講義。( 環境応用)  

・水をきれいにする実験。( 社会環境) ×2 

・原水に薬剤を入れることで沈殿が発生したこと。( 社会環境)  

・院生室の賞状の量。( 社会環境)  

・画像編集について分かったこと。（環境ロボ）。 

・3Dプリンタの仕組み。( 機械設計) ×7 

・コンピュータでの自動車設計。( 機械設計) ×4 

・教授・学生の優しさ。( 機械設計)  

・デザリング。( 機械設計) ×3 

・LEDの仕組み。( 電子物理)  

・半導体の仕組み。( 電子物理)  

・木、曼荼羅の図形プログラムについて。（情報システム） 

・数学で未知の事柄に触れたこと。（情報システム） 

工業系 

・緊張で火傷したこと。( 電気システム)  

・Java 言語を使ってプログラムを行ったこと。（情報システム） 

・院生の方々が丁寧に指導してくれたこと。( 情報システム)  

その他 

・実験。( 環境応用)  

・ゲルの感触。( 環境応用)  

・3Dプリンタで作られた人の骨が模擬手術に役立っていること。( 機械)  

・発光ダイオードのエネルギーの実験。（電子物理） 

・太陽光発電の仕組み。( 電子物理)  
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・フラクタルのプログラミング。（情報システム）×2 

２学年 

普通系 

・ゲルを用いた実験。( 環境応用) ×4 

・温度による物質の変化。( 環境応用) ×2 

・学科の研究について。（環境応用） 

・同じ高校の先輩が楽しそうにしていたこと。（環境応用） 

・エタノールの商品としての実用化について。（環境応用） 

・ポリ塩化アルミニウムと OHの反応。( 社会環境)  

・水をきれいにする実験。（社会環境）×2 

・ノイズの修正の仕方。（環境ロボ）×2 

・Gimpを用いた画像処理。（環境ロボ）×3 

・モザイク。（環境ロボ） 

・ロボットビジョン。( 環境ロボ) ×3 

・教授の優しさ。（環境ロボ） 

・画像を編集し、ぼかしを入れたこと。（環境ロボ）×2 

・3Dプリンターで実際にものが作られる様子が見れたこと。（機械設計）×16 

・PCを使って組立てを行なったこと。（機械設計）×3 

・車をデジタルエンジニアリングで作ること。（機械設計）×3 

・設備がすごかったこと。（機械設計） 

・電気回路（LED）の実験。( 電子物理) ×10 

・講義が難しかったこと。( 電子物理) ×3 

・プログラムがうまく作れたこと。( 電子物理) ×2 

・LEDを用いた実験。( 電気システム) ×7 

・Java を用いたプログラミン演習。( 情報システム) ×5 

・フラクタル図形について。( 情報システム) ×6 

・木や曼荼羅をプログラムで作ったこと。( 情報システム) ×3 

・基礎知識や基礎理論が大切だということ。（情報システム） 

・教授や院生が丁寧に教えてくださったこと。（情報システム） 

工業系 
・画像を編集し、ぼかしを入れたこと。（環境ロボ） 

・Java を用いたプログラミン演習。(情報システム)×6 (情報) 

その他 
・ゲルを用いた実験。( 環境応用) ×2 

・講義で聞いたことを実際に体験できたこと。( 環境ロボ)  

３学年 

普通系 

・ゲル作り。( 環境応用) ×2 

・講義の内容。（環境応用） 

・バイオエタノールの研究（環境応用） 

・水をきれいにする実験。( 社会環境) ×5 

・画像処理。( 環境ロボ)  

・ものを作ることの難しさ。( 機械設計) ×2 

・3Dプリンターの性能の高さ。( 機械設計)  

・作っているものが想像以上に小さかったこと。。( 電子物理)  

・何事も勉強が必要ということ。( 電子物理)  

・画像処理。( 電気システム)  

・LEDの設計。( 電気システム)  

・フラクタルの講義・演習。( 情報システム) ×4 

・PCを用いての演習。( 情報システム) ×3 

工業系 

・ゲルの合成。（環境応用） 

・バイオエタノールの説明（環境応用） 

・ロボットビジョンの演習。（環ロボ）×2 

・画像編集。( 環ロボ)  

・3Dプリンターを用いた製作（機械設計）×2 

・太陽光発電の説明。( 電子物理) ×2 

・LEDの実験。（電気システム） 

・クエリーを使った画像検索技術。( 電気システム) ×2 
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・木や曼荼羅のプログラム。( 情報システム) ×2 

・Java を用いてのプログラミング（情報システム）×2 

・フラクタル図形（情報システム） 

・学生の雰囲気がよかった。（情報システム）×2 

 

設問５(3)：もう少しこうすればいいのにと感じたこと 

 各学年において、「実習の時間を増やしてほしい」という意見が何件か見られる。時間の制約もある

が、配分を再考する必要があるのかもしれない。他のアンケート項目にも見られるが、例年「内容を分

かり易くしてほしい」などの意見も見られる。 

１学年 

普通系 

・講義内容が難しいので分かりやすくしてほしい。( 環境応用) ×4 

・質問をする時間がほしい。（環境応用） 

・説明のスピードをゆっくりしてほしい。（機械設計） 

・講義の時間を少し減らしてほしい（話が長い）。（電気システム） 

・説明をゆっくりしてほしい。( 情報システム)  

工業系 ・講義のスピードをゆっくりしてほしい。（情報システム） 

その他 ・説明をゆっくりしてほしい。（機械設計） 

２学年 

普通系 

・実際に研究していることを見せてほしい。( 環境応用)  

・内容が難しい。（環境応用）×2 

・ロボットを使った実験がしたい。( 環境ロボ)  

・学生と話す機会がほしい。（機械設計） 

・研究の実演が見たい。（機械設計） 

・わかりやすい説明にしてほしい。（電子物理） 

・和やかな雰囲気で講義をしてほしい。( 電気システム)  

・講義の内容を分かり易いものにしてほしい。( 電気システム)  

工業系 

・ロボットを使った実験がしたい。( 環境ロボ)  

・午前も実習にしてほしい。( 情報システム)  

・講義を工夫してほしい。( 情報システム)  

３学年 

普通系 

・実験の時間を長くしてほしい。（環境応用） 

・自由に学科を見学できる時間がほしい。（社会環境） 

・研究内容の資料がほしい。（電子物理） 

・グループ作業が良かった。（機械） 

・先生から質問を投げかけてほしかった。（電物） 

工業系 
・実習用にプリントを用意していてほしい。（情報システム） 

・学科の雰囲気を知りたい。（情報システム） 

 

６．設問５(4)：その他感じたこと 

１学年 普通系 

＜講義・実験内容＞11 件 

・他学科の講義も体験したかった。 

・実験器具の多さに驚いた。 

・1 コマ（90 分）は長く感じた。 

・難しかったが楽しかった。×8 

＜教員・TA＞7 件 

・先生と TA が親切で丁寧だった。×4 

・TA が元気だった。×3 

＜その他＞6 件 

・黒板やスクリーンが見えにくかった。 

・学内にもっと案内がほしかった。 
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・テクノフェスタに参加したことで新しい考えが生まれた。 

・有意義な時間を過ごせた。×3 

工業系 

＜講義・実験内容＞5 件 

・実験が楽しかった。×4 

・理解ができる喜びが感じられた。 

その他 
＜その他＞1 件 

・工学系に関心を持つことができた。 

２学年 

普通系 

＜講義・実験内容＞8 件 

・工学部の雰囲気が分かった。 

・研究に興味が持てた。×2 

・実験が楽しかった。×5 

＜教員・TA＞2 件 

・先生と TA が丁寧に教えてくれた。×2 

＜その他＞5 件 

・頑張って大学に行きたいと思った。 

・大学の様子が分かった。 

・貴重な経験になった。 

・空調が冷房になっていて寒かった。 

・昼食を食べる場所が分からなかった。 

工業系 

＜講義・実験内容＞2 件 

・演習の授業が面白かった。×2 

＜その他＞1 件 

・敷地が広かった。 

３学年 

普通系 

＜講義・実験内容＞8 件 

・大学での研究が知れて進学への気持ちが高まった。×2 

・興味深い実験ができた。×5 

・講義が楽しかった。 

＜教員・TA＞1 件 

・先生と TA が優しかった。 

＜その他＞1 件 

・研究室を見てみたかった。 

工業系 

＜講義・実験内容＞5 件 

・実験に興味を持てた。×3 

・研究の説明が聞けて良かった。 

・演習が楽しく入学したいと思った。 

＜その他＞2 件 

・良い環境。 

・実験の設備が充実。 

 

７．設問６：あなたが宮崎大学工学部について知りたいと思っていることは何ですか。 

１学年 普通系 

＜就職・進路＞7 件 

・卒業後の進路。×4 

・学科によって就ける仕事。×3 

＜研究内容＞6 件 

・研究内容。×6 

＜教育内容＞4 件 

・講義の様子。×4 

・授業内容。 

＜学科の特徴＞9 件 

・他学科の内容。×2 

・他大学の工学部の違い。 
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・研究室について。×2 

・資格取得について。×3 

・カリキュラム。 

＜その他＞4 件 

・入試の倍率について。 

・入学金について。×2 

・1 年間のスケジュール。 

工業系 

＜就職・進路＞2 件 

・どんな企業に就職しているか。×2 

＜研究内容＞3 件 

・学科ごとの研究。×3 

＜その他＞1 件 

・どんなイベントがあるのか。 

その他 
＜学科の特徴＞1 件 

・学科別の授業内容。 

２学年 

普通系 

＜就職・進路＞10 件 

・就職先について。×9 

・卒業後の進路。 

＜研究内容＞4 件 

・研究内容。×3 

・研究室について。 

＜教育内容＞10 件 

・学科の雰囲気。 

・授業内容。×8 

・カリキュラムについて。 

＜その他＞3 件 

・大学生活について。 

・サークル、部活動 

・金銭面。 

工業系 

＜就職・進路＞3 件 

・就職先や大学院への進学率。 

＜研究内容＞4 件 

＜教育内容＞2 件 

・授業内容。 

・授業の雰囲気。 

＜その他＞2 件 

・入学倍率。 

・学費について。 

３学年 

普通系 

＜就職・進路＞8 件 

・就職状況。×2 

・卒業後の進路。×6 

＜研究内容＞5 件 

＜教育内容＞3 件 

・実際の講義の様子 

・海外留学 

・カリキュラム 

＜その他＞1 件 

・設備が充実。 

工業系 

＜就職・進路＞1 件 

・大学院について。 

＜研究内容＞1 件 

＜教育内容＞1 件 
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８．設問８：本体験入学の実施時期や案内方法、受講の希望調整などにご意見がありませんか。 

２学年 

普通系 

＜時期＞1 件 

・春と秋にしてほしい。 

＜その他＞1 件 

・清花祭にかぶってよかった。 

工業系 

＜時期＞1 件 

・国家試験と被らないようにして欲しい。 

＜その他＞2 件 

・学園祭を楽しめた。 

・送迎バスを出して欲しかった。 
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工学部テクノフェスタ（体験入学） 

入学式と修了式の様子 

 

【入学式】 

 岩本 俊孝 副学長（教育担当）の挨拶     入学式会場 

   

 

【修了式】 

 今井 富士夫 工学部長の修了式での挨拶    修了証書授与式 

   

 

【講義風景】 

 電気システム工学科（講義）          環境応用化学科（実験・実習） 
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2014年度環境応用化学科「体験入学」には 34名の高校生の参加があった。 

 地球温暖化やエネルギー資源の枯渇などの環境・エネルギー問題に対応していくために、化石燃料

に頼らない再生可能エネルギーシステムの構築が重要となっている。生物由来の原料から作られるバ

イオエタノールは、吸収する二酸化炭素量と排出される二酸化炭素量が見かけ上変わらない“カーボ

ンニュートラル”な再生可能エネルギーであり、とうもろこし、さとうきびなどのデンプン系バイオ

マスからのエタノール生産がブラジルおよび米国で商業化されている。これを第一世代バイオエタノ

ールという。また、最近は食糧との競合を避けるために非食性の草本系リグノセルロースからのバイ

オエタノール生産（第二世代バイオエタノール）が注目され、多くの研究が展開されている。宮崎大

学でも第二世代バイオエタノールの研究が2010年度から2014年度まで5年間行われた。 

講義では最初に、農学部で育種された牧草の一種である「ネピアグラス」「イタリンライグラス」の実

物を見せ、これがバイオエタノールの原料であることを紹介した。また、糖化発酵に用いるセルラーゼ

酵素、キシラナーゼ酵素、酵母菌懸濁液、遺伝子組み換え大腸菌 KO11 懸濁液の実物も紹介した。さら

に、糖の種類、牧草がエタノールに変る工程などを板書で説明をした。10 分間の休憩の後、宮崎大学の

バイオエタノール研究の取り組みについてスライドを用いて紹介した。 

 

 

同時糖化共発酵（SSCF）プロセスの概要 

 

宮崎大学バイオエタノール研究の特徴は、セルロースおよびヘミセルロースの加水分解（糖化）、

酵母菌によるグルコース発酵、組換え大腸菌KO11によるペントース発酵を1回の操作で同時に行う

同時糖化共発酵（SSCF）であること、前処理にアンモニアガスを用いるLMAA 前処理であることを 

紹介した。原料としてタケ、イナワラ、ネピア

グラス、イタリアンライグラス、ススキの 5 種

類のリグノセルロースを用いて LMAA -SSCF

プロセスでバイオエタノール生産を行った結

果、イタリアンライグラス 1.37 kgから、333g

のエタノールが生成した。エタノール収率は

84.6%となり、この収率は、第二世代バイオエ

タノールの世界最高収率となっている。 

 これらの講義内容をプリントにまとめ、参加

者に配布した。  
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2014年度環境応用化学科「体験入学」の「実験」には 34 名の高校生の参加があった。各班が 3−4 名

となるように班分けし、グループごとに各人で実験を行うようにした。 

実験は、N- イソプロピルアクリルアミド（NIPAAm）というモノマーを重合してポリ N- イソプロピル

アクリルアミドの合成実験を行った。モノマーのみを重合させると溶液であるが、ポリマー鎖間をつな

ぐ架橋剤（Ｎ，Ｎ’−メチレンビスアクリルアミド（MBAAm）を加えて重合すると水に溶けない弾力の

あるハイドロゲルとなる。また、ポリ N- イソプロピルアクリルアミドが温度により性質が変化すること

を、合成したゲルをお湯と氷水に入れて性質の変化を確認した。 

参加者に作成した実験テキストを配布し、テキストに従いながら実験を進めた。透明なポリ容器にモ

ノマーと架橋剤入れ、水を加え溶解した後、重合開始剤の過硫酸アンモニウム（ＡＰ）を溶液に溶かし、

氷上で冷やした。溶液が冷える間に、マイクロピペッターで溶液を一定量吸い取り，溶液に加える練習

を行った。吸い取るときにピペッターのピストンを勢いよく戻さず、ゆっくりと戻し、溶液を加えると

きはピストンが一度止まってから、最後に少し強くピストンを押し、吸い取った溶液を全て加える事を

注意しながら、各人で練習した。高校の実験では、マイクロピペッターを使うことはあまりないので、

高校生はおそるおそる溶液を吸い取り移し練習をしていた。溶液が冷えたら、もう一つの重合開始剤で

あるＮ, Ｎ, Ｎ’,Ｎ’−テトラメチルエチレンジアミン（TEMED）をマイクロピペッターで加え振り混ぜ

たあと静置してると、当初、溶液は透明であったが、次第に透明感のある乳白色に変化し、重合が進ん

でいることを観察することが出来た。色が変化しなくなったら、ポリ瓶を逆さまにしても中がゲル化し

て動かないことが確認出来た。その後、お湯と氷水を交互に加えてゲルの洗浄と温度が高いときゲルの

色が白くなり固くなるが、低温では透明感のある青白いゲルに変わり弾力が増すことを確認した。最後

に、ポリ N- イソプロピルアクリルアミドのイソプロピル基が温度応答に重要な働きをすることを解説

し、架橋していないポリ N- イソプロピルアクリルアミドの溶液が温度を高くすると瞬時に沈殿すること

を確認して実験を終了した。各人で合成したゲルは容器ごと、希望者に持ち帰らせた。 
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近頃では，世界中で洪水や水不足などの深刻な「水」に係わるニュースが毎日のように報告され

ている。しかしながら我が国では，それほど水で困ったこと事例は見あたらない。そこで，今回の

講義では，地球規模のグローバルな水循環と水資源ならびに地域の水利用システムについて理解す

ることを目的とした。 

 はじめに，地球上の水資源について講義した。私たちの地球は表面の約 70％が水で覆われてい

る。地球上の全水量は 14 億 km3/地球であり，青く美しい水の惑星である。しかしながら，その

97.5％は塩水で，残りの淡水 2.5％のほとんどは永久凍土や氷河，地下水として地中に存在してい

る。我々が直接利用できる水資源すなわち飲める水（河川・湖沼）は，地球上の全水量のわずか 0.01％

に過ぎないことを学んだ。一方で，地球上の水は，太陽エネルギーによる蒸発によって循環してい

る。地球全体の水循環量の約 90％は海洋から蒸発して，降水として海洋に戻るので，我々が利用す

ることはできない。すなわち，海洋から蒸発する水のほんの一部の陸上への降水が，我々の生命の

鍵であることも解説した。講義の最後には，水をきれいする方法と施設の仕組みについて，簡単に

解説し，いつでも利用できる水道水のありがたさや下水道の役割について受講生と意見交換した。 

 講義形態は，大学の講義と同一とし，地球上には利用できる水資源はどのくらいあるのか，なぜ，

水を大切にしなければならないのか，さらに水をきれいに施設やその仕組みについて，パワーポイ

ントと配付資料を使いながら具体的な数値データに基づいて模擬授業を実施した。受講者は，真剣

な姿勢で授業に望んでおり，熱心に詳細なメモをとりながら授業内容を理解していく様子がうかが

えた。 
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 人間が生きていくためには水を使用し，汚さざるを得えない。そこで，汚れた水・濁った水をき

れいする方法・技術が不可欠となる。濁った水を静置すると，濁りすなわち懸濁粒子が沈殿して上

澄み水はきれいになる。これを沈殿法という。さらに凝集剤という化学薬品を利用して，懸濁粒子

同士をくっつけて大きな塊として素早く沈める方法が凝集沈殿法である。懸濁粒子を大きな塊（フ

ロックという）にする条件が水をきれいにする秘訣となる。この最適条件を実際に実験によって求

め，水処理の基本を体験することを目的とした。 

本学科の環境実験室において，最も基本的かつ重要な凝集・沈殿を用いて，実際のダムの濁水が

きれいなる諸条件を調べた。使用した実験器具類・機器はどれも受講者が始めて使用する，触れる

ものばかりであったが，TA のサポートもあって，すぐに要領を覚えて実験を進めることができた。

本実験の山場である，凝集剤剤を添加したことによって濁った水がだんだんと浄化されていく場面

では，どの受講者もビーカーに顔を近づけて観察していた。今回の実験・実習によって凝集・沈殿

による水質浄化のメカニズムを実体験してもらえたようであった。また，凝集・沈殿の実験と同一

の濁水を対象として，最新の水処理技術である泡沫分離法を適用したデモンストレーションを実施

した。 

 今回のテクノフェスタを通して，大学での実験や研究に非常に関心を持ち，将来の進学先とし

て本学を希望し，科学者を目指すと発言する複数名の受講生も現れた。  
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近年のコンピュータの高速化、小型・低価格化及びカメラの高解像度化・小型化を背景に、コン

ピュータとカメラを用いて人間の目と脳が行っているような視覚情報処理を実現するコンピュー

タビジョン技術、そしてそのロボット応用であるロボットビジョン技術が急速に進展し、車載カメ

ラによる障害物認識や AR(拡張現実感)・NUI(ナチュラルユーザーインターフェース)、3D スキャニ

ングなど多くの分野において実用化が進んでいる。これらの技術はスマートフォン、タブレットな

どにも実装され、多くの人にとっても身近な技術となってきている。そこで、本講義では、「ロボッ

トビジョン入門」と題して、90分間程度の講義を実施した。参加者は 18名であった。 

最初に学科紹介を行い、その後に表題の内容について講義を実施した。学科紹介では、 

 ̧ 学科概要 

 ̧ 教育カリキュラムの内容 

 ̧ 研究内容 

について、スライドを用いて説明した。 

その後、ロボットビジョン及びその基礎技

術であるコンピュータビジョンとはどのよ

うな技術であるのかについて説明を行い、持

参した kinectセンサを用いて、最新技術であ

る 3D スキャニングの実演を行った。小型

の RGB-D カメラを用いて高精度な 3D スキャニングが高速に実行できることに、受講者は驚いて

いたようである。続いてコンピュータビジョンにおける基盤的な技術である画像計測と画像認識に

ついて説明を行い、なぜ物体認識が困難である

のかを説明した。続いて、基本的な画像処理技

術について説明を行った。ディジタル画像の構

成、色と輝度、ノイズ除去、輪郭抽出について、

実際に画像を提示し、それに対して処理を行っ

て結果を見せながら説明した。受講者には 1 年

生もおり、また、工業系の学生もいたことから、

数式、特に微分や積分の概念はできるだけ使わ

ないように説明したが、フィルタの概念や画像

の輪郭抽出については身近な内容ではないこ

ともあり、高校生には難解な内容であったと思

われるが最後まで集中して聞いていたように

感じられた。アンケート結果を見て、今後の改善の参考にしたい。 

 

  

講義風景 

講義で用いた画像処理の例(エッジ抽出フィルタ) 



－ 21 － 

ₒ  ꜡Ⱳ♥▫◒☻  ₓ 

꜡Ⱳ♇♩ⱦ☺ꜛfi  

   

 

午後の演習では、午前の講義で説明した様々な画像処理技術について、実際の画像を PC上のソ

フトウェアで処理し、その内容や特徴を理解してもらうことを目的として、情報システム工学科の

第二演習室の PCを用いた演習を 18名の受講者を対象として行った。 

処理対象の画像としては、当日用意したカ

メラで各受講生の写真を撮影し、その画像を

使用することを受講生に提案したが、同意が

得られなかったため、インターネット上から

各自好みの画像をダウンロードして、その画

像に対して処理を行わせた。動物の画像や風

景の画像など、各自様々な画像を対象として

いるようであった。 

使用する計算機システムでは、Windows と

Linux(CentOS)が動作するが、演習で用いる画

像処理アプリケーション(Gimp)がインストールされているのは Linux のみであったため、Linux 環

境を用いて演習を実施した。最初に PCの起動方法、Linux へのログイン方法、そして Gnomeデス

クトップおよび Webブラウザ、Gimpの基本的な使用方法を説明した。高校生のほとんどは Windows

の使用経験があっても、Linux の使用経験者はほとんどいないと考えられるため、Linux および

Gnomeデスクトップの使用に戸惑うかと思われたが、ほとんどの受講者は何事もなくデスクトップ

環境及びアプリケーションを使用していた。 

演習で行った画像処理は、 

 ̧ 画像サイズの拡大・縮小 

 ̧ カラー画像のグレイスケール化・二値化 

 ̧ ノイズ除去・平滑化 

 ̧ エッジ抽出 

 ̧ その他のフィルタ 

であった。これらの処理は、Gimp のメニューから直感

的に適用できるため、受講生はその結果をすぐに確認

することができた。また、負荷の高い処理ではないた

め、すぐに結果を確認することができるので、受講生は

フィルタのパラメータを様々に変更して、楽しみながらその効果を確認することができたようであ

る。 

現在では、スマートフォンやタブレットのアプリケーションとしてもこのような画像処理をおこ

なうもの(の機能限定版)が存在し、多くのユーザが様々な画像処理を意識せず使用しているが、今

回の講義および演習を経験することで、その内部での処理を意識するようになり、画像処理技術に

興味を持ってくれることを期待している。  

演習で使用したソフトウェア GIMP  

演習風景 



－ 22 － 

ₒ  ◦☻♥ⱶ  ₓ 

♦☺♃ꜟ◄fi☺♬▪ꜞfi◓(DE)≢ ╢↓≤ 

   

 

 この十数年間で，コンピューター技術の発展と解析及び設計ソフトウェアの普及にともなって，

製品開発に要する時間が格段に短縮になり，ほとんどの作業をコンピューター上で行うことが可能

となり，この技術をデジタルエンジニアリング(DE)と言う． 

 講義では，まず，動画で DE として用いられるソフト Solidworks の概要や機能および DE の具

体例を説明した．Solidworks の主な機能として， 

（１）部品の３D モデルの作成と製品の組立 

（２）製品の組立時の干渉チェック，製品の動作シミュレーション 

（３）部品と製品の変形や強度などの解析，およびそれに基づく寸法や形状の最適化 

 上記の機能によって，これまで，試作製品を用いた動作や機能等の確認と評価作業をコンピュー

ターで実施でき，製品開発の時間が短縮され，コストも低く抑えることができるようになった．こ

の設計技術の進歩で製品開発やモデルチェンジの周期が短くなり，よい製品が次々と人々も手に届

けるようになった． 

 本講義は本学の情報基盤センターの実習室で行い，受講生は講師の説明にしたがって，

Solidworks  2010 の使い方を体験学習した． 
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午前中で学習した Solidworks の使用方法と配布したテキストで，ボンネットカーのモデルの作

成を行った． 

ボンネットカーは車体とタイヤから構成され，それぞれの部品を作成してから組立を行った． 

全製作過程において，以下の手順でモデルを作成した． 

１） スケッチ 

平面上に車体またはタイヤの投影図を作成した． 

２） 寸法記入 

作成した投影図に寸法を記入した． 

３） ３D化 

「押し出し」または「押し出しカット」などのコマンドで２Dの投影形状を３D形状にした． 

４） 修整 

作成した３D形状の角に丸みを付ける．また，追加作業とし

て車体に文字を入れることも行った． 

５） 組立 

「合致」などのコマンド作成した車体とタイヤでボンネッ

トカーを組立てた． 

 ボンネットカーの製作に時間がかかって，自由設計を行えなか

ったが，設計案を提出して，後日 TAがモデルを作成することにし

た．参加記念として，自由設計または，ボンネットカーのモデルを３Ｄプリンタで出力して，参加

者に送ることにした． 

 今回の体験入学には４８名の参加があり，各自のモデルを即時に３Ｄプリンタから出力すること

ができなかったため，３Ｄプリンタによるモデル作成様子を見学することにした． 
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我々の身の回りには光エネルギー（太陽エネルギー）を電気に

変える太陽電池、電気エネルギーを光エネルギーに変える発光素

子（LED）、半導体レーザーなどがある。更に、光信号と電気信号

間の変換も光ファイバーを使った情報通信には欠かせない技術である。そこに必要とされる技術は

光電変換技術であり、それは「半導体」という物質がなくては実現できない。この講義では、これ

らの半導体光電変換素子として使われている半導体について、その基礎的な性質と、どのようにし

て光と電気を変換できるのかについて簡単に講義した。講義は以下の三つの部分からなる。 

(1) 太陽電池の効率を上げるために右の概念図に示すような極めて複

雑なナノ構造が使われているが、それらは原子のオーダー（インフ

ルエンザウィルスより小さなスケール）でデバイス構造を制御す

ることが必要である。現在全世界で研究が盛んにおこなわれてい

る量子構造半導体デバイスについて概説した。 

(2) 今年のノーベル賞でも取り上げられた全色 LED についても、交通

信号やイルミネーションなど身の回りに欠かせない技術である

が、これらにもナノ構造が欠かせない。その理由についても概説し

た。 

(3) このようなナノ構造の研究が世界的規模で盛んにおこなわれているが、それにかかわる技術

者、研究者に求められる技量、すなわち、「しっかりした基礎的知識とそれを応用できる問題

解決能力＋英語力」が不可欠であることを若い人たちに感じてもらうような話をした。 

 

以上。 
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午後の実験は、高校 1 年から 3 年までの 21 名の参加

があった。まず、10班に分かれて、お互いに自己紹介を

してもらった。この実験ではコミュニケーションが大切

になる。  

まず、発光ダイオードの素子を含む電気回路をフレッ

ドボードという半田ごてを使わずに配線できるボード

を用いて組み立ててもらった。６色の中から好きな色の

発光ダイオードを選び、可変抵抗を用いて印加する電圧

を変化させ、発光強度を変化させる回路である。TA の

指導と、1 ステップずつの進行でこの回路は 10分ぐらいでどの班も完成することができた。この実

験から、可変抵抗をまわすと発光ダイオードは急に明るくなるところがあることがわかった（立ち

上がり電圧）。 

 

次に、各班に紫色から赤色、赤外線までの 6 色

の発光ダイオードで立ち上がり電圧を測定して

もらった。この電圧が、実はそのダイオードの光

の色のエネルギーに関係している。まず、各班に、

どの色のエネルギーが大きいかを予想してもら

ってから実験を開始した。この実験では、正確に

測定するためすべての発光ダイオードで電流が

一定値の時の電圧を測定する必要がある。可変抵

抗と電流計の担当の学生が声で合図を掛け合いながら、正確な立ち上がり電圧を測定していった。

こつをつかんで早く測定する班もでて、この実験は、班によって進度が異なった。 

 

最後に光の振動数を計算し、通常

の学部の学生実験で行うように実験

結果をグラフ用紙にプロットしても

らった。このあたりは、TA の助けも

借りてすべての班がグラフを書き終

えることができた。この結果、目では

それほど明るく見えない紫色が光の

エネルギーが最も高いことがわかっ

た。 
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県内の高校から、午前中の講義に１３名、午後の実験に１３名の高校生が参加した。コンテンツ

べースの類似画像検索を中心にできるだけ具体例を交えて講義をした。類似画像検索はスマホの広

がりと共に、多くのアプリが開発され、身近になってきている。ヒトにとっては似ているものを探

し出すのは簡単であるが、「寸分違わず同じ」かどうかと言うことになると答えるのは難しい。逆に

、計算機にとっては同じものを探し出すのはいとも簡単であるが、似ているものを探し出すのは非

常に難しい課題である。本講義では、計算機に画像を見せて、似ている画像を探し出すシステムに

関して最近のトレンドと研究成果を紹介した。 

講義の流れは、初めに、学科の特色、大学１年生から３年生の時間割、大学生の１日、研究室紹介

等の話をした。その後に、コンテンツベースの類似画像検索について、もう少し専門的な立場から高

校生にも直感的に理解できるように具体例を交えて（下図参照）、講義した。講義は以下の３つの部

分からなる。 

(1) 画像処理の基本：画像とは、誰でもが一瞬にして、全体を把握できる直感的情報伝達の手段 

(2) 種々の検索手法：文字キーワード検索、イメージキーワード検索、コンテンツベース検索 

(3) 今後の動向：次世代マルチメディア検索エンジンのためのコンテンツベース類似画像検索 

また、Googleの検索エンジンは現在世界中の多くの人が使っているが、Google社は２人の学生が

創立したものであることを紹介し、夢を持って生きる大切さを若い人たちに感じてもらえるような話

をした。 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

Query objects Image dataset

Query

Query

Query

クエリーとは？ 

あなたが探したいキーワードとしての画像、 

それは、対象物の全体あるいは、１部分かも知

れない。また、あるときは、スケッチで描かれ

ていたり、歪んでいたりするかも知れない。 
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午後の実験では、受講生全員に無安定マルチバイブレータによるＬＥＤ（発光ダイオード）の点

滅回路の製作をしてもらった。参加者は当初１９名の予定であったが、当日の欠席が６名いたため

１３名の参加となった。 

まず、受講生全員に各１部ずつキットを配布し

た。その際に、受講生にはんだ付けの経験があるか

どうかを尋ねたところ、全員が１度ははんだ付け

をした経験があるという事であった。はじめに、無

安定マルチバイブレータの回路動作とＬＥＤの点

滅について簡単に説明した。 

次に、ＬＥＤ点滅回路の製作については、作業の

遅れる受講生が出ない様に、部品・素子の確認、基

板の確認、取り付ける素子の順番、はんだ付けの手

順、リード線の切断、乾電池の接続など、パワーポ

イント資料を基にして、製作手順について１つ１つ細かく写真や図などを示しながら説明を行った

（図１参照）。また、製作の指導には、教員１名とＴＡ３名で対応した。 

実際の製作では、ほとんどの受講生が戸惑うことなくはんだ付けの作業を行っていた様子であっ

た（図２、３参照）。その後、乾電池をＬＥＤ点滅回路に接続して、正しく動作するかの確認を行っ

てもらった。このとき、数名の受講生のＬＥＤが点滅しなかったのでそれぞれの回路を確認したと

ころ、電源端子ピンと乾電池用スナップの先端とをうまくはんだ付けできていない箇所があった。

ＴＡとともに修復作業と再度はんだ付けを行って、全員の製作した回路でＬＥＤが正しく点滅する

ことが確認できた。受講生は、ＬＥＤが実際に点滅した時には驚いたり喜んだりという反応が見ら

れた。そして、最初に簡単に説明したＬＥＤの点滅時間に関しては、半固定抵抗の値を変化させる

と時定数と発振周期が変化し、これに伴ってＬＥＤの点滅時間が変化することを実際に確認しても

らった。 

昨年度と同様

のテーマであっ

たが、昨年度は

時間ぎりぎりま

で か か っ た の

で、今年度は少

し早めに進行す

るように心掛け

た。しかし、昨

年度と違って全員が順調に製作できたために、時間に余裕を持って終了することができた。また、

各自が製作したＬＥＤ点滅回路についてはそれぞれ持ち帰ってもらった。  

図１ 

図２ 図３ 
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『フラクタル ～非整数次元の幾何学～』と題して 70 分程度の講義を行った。県内外の高等学校か

ら 45 名程の参加者があった。学科カリキュラムや情報技術者に求められている基礎知識に関する説明

を簡単にした後、午後の演習のテーマになっているフラクタル図形について、幾何学的測度論の立場か

ら、測度と次元の関わりについて概要を解説するというものであった。 

はじめに、「測る」とはどういうことなのか？という基本的な事柄から出発して、測度というものが持

っている性質について説明した。 

次に線分、正方形、立方体のような身の回りの図形の観察から出発して、そのアナロジーとして、シ

ルピンスキーのギャスケットのような典型的なフラクタル集合が非整数次元を持っていること、及び、

長さ、面積、体積といった普通の測度ではその図形が捕らえきれないことを直感的に理解できるように

解説した。 

そして、曼荼羅模様、ミステリーサークル、雲の形などの具体例を紹介しながら、フラクタルは特殊

な例ではなく自然界の至るところに見出すことが出来き、映画などの CG 技術にも応用されていること

を説明した。 

最後に、午後の演習の題材で使われている「木」を描くアルゴリズムを説明し、実際に作成した木を

見てもらった。さらに、ランダム性を入れることでより自然な木が描けることから、フラクタル性が人

間にとって自然な風景を作成するのに重要な要素であることを解説した。 
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午前中に実施された『フラクタル 〜非整数次元の幾何学〜』の講義を受けて、フラクタル図形を

描くことをテーマに選んだ。演習環境は当学科のシンクライアントシステムを用いたので、各自が

１つの端末を占有できた。言語は Javaを使用し、アプレットの形でフラクタル図形を描くプログラ

ムを作成することにした。参加者には、予め用意しておいた各自のアカウントを利用してログイン

し、演習内容に取り組んでもらった。 

計算機システムへのログイン方法から始めて、エディタやブラウザやコマンドラインシェルの利

用方法、Java言語のプログラムの書き方やコンパイル、実行方法にいたるまでプロジェクタ上で実

演しながら説明を行った。40名を超える受講生がいたが、あらかじめ TA に十分予習をさせておい

たこともあって、混乱も無くほぼ全員が使いこなせたようである。また、演習課題は４つ用意し、

課題３までは全員が終了することを目標にした。時間が限られていたので、各課題にサンプルプロ

グラムをつけ、一部を修正するだけで済むように工夫した。説明のための資料はホームページとし

て作成し、提示しながら解説したため、 

・プロジェクタ上の説明を見ながら、手元のコンピュータで細かい説明や前後関係を確認する 

・説明を読んでからサンプルプログラムをダウンロードする 

といったことが簡単に行えたようである。すべての学生が、時間内に全課題を終了することが出

来たようだった。 
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アドベンチャー工学部は、宮崎大学工学部を一般市民に広く知っていただくととともに、地域の

方々との交流を深めることを目的に、毎年大学祭の日に開催しており、今年度で５回目の実施とな

りました。本事業では、幼稚園児や小・中学生を含む一般市民に科学実験や科学工作等を体験して

いただき、工学部の各学科・センターで行われている教育・研究内容や工学の面白さに触れていた

だいています。 

 

今年度は新たに工学部基礎教育センターも参加して、７学科＋３センターの１０ブースで実施し

ました。各ブースとも一般市民が興味を引くようなテーマを設定しました。本事業の企画運営は工

学部地域連携委員会が担当し、各ブースでは各学科・センターの担当教職員の指導の下、多くの大

学生・院生が実験・工作の補佐員として協力しました。また、できるだけ多くのブースを体験して

もらうために、今年度も国際連携センター（IRISH ）が実施した「宮崎の国際協力 人の架け橋」

と協力してスタンプラリーを行い、規定数以上のブースを体験した参加者には記念品を贈呈しまし

た。 

 

今年度は当日に開催された第４回宮崎大学ホームカミングデイにおけるキャンパス自由見学で

の工学部見学会場の一つでもありましたが、２８４名の参加者があり、昨年度と同様に多くの方が

来場して大変賑わいました。来場者は、１０歳未満および１０歳代の参加者が多く、両親と一緒に

来場された小さい子供や小中学生が、各ブースで興味深く楽しそうに科学技術やものづくりを体験

する姿が見られました。当日行ったアンケート調査では、「とても楽しかった」、「楽しかった」とい

う回答が多く、来場された多くの方に楽しんでいただくことができたと思います。 

 

最後に、実験・展示を担当して下さいました教職員ならびに学生の皆さんにお礼申し上げます。 
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高分子が架橋されることで三次元的な網目構造を形成し、その内部に溶媒を吸収し膨潤したゲ

ルのことを高分子ゲルという。高分子ゲルは、私たちの身の回りや生き物の体内などあらゆると

ころにみられる機能性材料であり、紙おむつに用いられる高吸水性ポリマーや保冷剤などが例と

して挙げられる。参加者には、高分子ゲルを作ってその機能性やユニークな挙動を調べる実験を

通して、化学のおもしろさを体験してもらった。 

参加者は、スライム、磁性スライム、スーパーボールおよび芳香ゲルビーズの4テーマから希望

テーマを選び、実験を行った。一人ですべてのテーマを実験する者もいたが、ほとんどの参加者

は1～2テーマを選んで実験した。親子の参加が多く、子供が真剣なまなざしで集中して実験を行

ったり、積極的に実験に取り組んだり「今までにみたことのない」子供の表情や姿に感激した親

が多かった。子供が熱心に実験する姿に影響されてなのか、親も子供と一緒に実験を楽しみ、親

子で化学に興味を持っていただけたようだった。つくったものはプレゼントとして全て持ち帰っ

てもらい自宅で遊べる点は、参加者に大好評であった。高校生以上の参加者には、化学構造や化

学反応等をくわしく説明して知的好奇心を刺激したので質問も多く、化学分野への関心を高めら

れたと思われる。 

開始当初からほぼ満席で、お待ちいただいた方もおられてご迷惑をおかけしたが、希望された

方にはすべてご参加いただけて安堵した。参加者からは「イベントの案内がわかりにくかった」、

「とても楽しいイベントだったので、来年は大学のホームページなどで案内してほしい」などの

ご指摘やご要望もいただいたので、今後にいかしていただきたい。 

今回、参加者からたくさんの笑顔をいただき、また化学の楽しさを共有できたことは、私たち

にとっての喜びであり、充実した1日を過ごせたと思う。ご参加いただいたみなさま、イベントの

関係者のみなさまに心より深く感謝する。 
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古くなったコンクリート構造物をもっと強く

させて長く使用するように、様々な対策を行っ

ているが、このようなことを補修・補強と言

う。コンクリートで造った構造物の炭素繊維シ

ートによる補修・補強の方法を知ってもらうた

めに、発砲スチロールで橋梁を模擬して、その

強さの比較を行ってみた。また、面白いクイズ

も一つ用意した。 

まずは、「発砲スチロール梁を強くするため

に、サランラップ、布、炭素繊維シートの中で

どれを選んで巻いたら一番強くなるか」のクイ

ズを来客に出して答えてもらった。正解率がほ

ぼ100％であった。 

その後、実際に発泡スチロールで造った梁と

同じサイズの発砲スチロールに炭素繊維シート

を巻いて作製した梁の上にそれぞれ立って比較

してもらった。炭素繊維シートで巻いた発砲ス

チロール梁は、非常に頑丈で、お父さんと一緒に

立っても問題なし！しかし、ただの発砲スチロ

ール梁はすぐ折れてしまう。非常に面白い現象

を体験してもらった。会場は、家族で、友達同士

で一緒に立ったり、跳ねたりしながら、ずっと和

気藹藹の雰囲気であった。 

比較体験後は、その炭素繊維シートにより発

砲スチロール梁が強くなる理由について説明し

た。また、土木、建築分野における、炭素繊維シ

ートを用いて橋梁、建物、トンネルなどのコンク

リート構造物を補修、補強する研究事例や実績

などについても説明した。 

参加した子供だけでも 60 人を超えて、家族ま

で計上すると 80人にもなる。非常に多くの方々

が来てもらって、楽しい体験をしたと思う。 

 

  

 

写真 1 真剣にクイズの答えを考える様子 

 

 

写真 2 比較する様子 

 

 

写真 3 炭素繊維シートの活用状況説明 
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近年、環境負荷低減を目指して安全かつクリーンな発電が強く求められるようになってきた。

我々の身の回りには多くの電気機器があり、それを動かすためには多くの電力が必要である。環境

ロボティクス学科では身近に存在する水、花、果物を原料にした電池による発電を行うことで一般

の方々に電気の大切さを体感してもらった。 

まず、水を電気分解して水素ガスを作り、その水素ガスを燃料に発電を行う卓上サイズの燃料電

池を見てもらった。最近、テレビや新聞等でソーラーパネルによる太陽光発電や車搭載の燃料電池

が取り上げられている。そのため、「知っている!!」、「これがそうなんだ」と親しみ易い様子だった。 

次に、花を使った電池を紹介した。花の色は、色素と呼ばれる光を吸収する物質によって決まる。

この色素を酸化チタンに塗布し、光をあてると電気を作ることができる。今回、電極作製と組み立

てた電池による発電を体験してもらった（下記の写真参照）。電極作製から電池の組み立てまで、全

ての作業を実際に行うと1時間程度がかかる。また、作製した電池1個の起電力は乾電池1個の値よ

り低い。今回の体験を通じて、乾電池の利便性と重要性を再認識してもらえたと思う。 

最後に、レモンに亜鉛板と銅板をつなげた果物電池を見てもらった。ほとんどの参加者が身近な

食材から電気が作れることに驚いていた。「なんで、発電するのですか？」、「他の果物でも電気を

作れるのですか？」など大変興味を持ってもらった。 

今回のイベントを通じて、参加者には電気を作る大変さと同時に、家庭で自由に使える電気のあ

りがたさを再認識してもらえたのではないかと感じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

電極作製の様子           電極焼き付けの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

発電の様子              説明の様子
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私達の日常生活では，音や振動に満ちあふれている．しかしながら，あまりにも当たり前な現

象がゆえに，特に気にとめることなく私達は生活している．このコーナーでは，簡単な実験をと

おして，身近にある音と振動の様々な現象について理解してもらった． 

１．スピーカー・マイクロホンの製作：身の回りにある材料を使って，

スピーカー・マイクロホンを製作してもらった．使用した材料は 1) 磁

石，2) 紙コップ，3) エナメル線，4) コード付きミニジャックのみである．

製作したスピーカーから音楽が聞こえるか確認してもらった．( 図 1)  

２．声の音圧波形の観察・楽器の周波数解析：周波数解析器とオシロス

オープを用いて，参加者の声の音圧波形と周波数解析を行った．普段は

耳でしか知覚できない音という現象を可視化して自分の目でみて観察

してもらった，また．楽器( 鉄琴) の音の周波数の計測も行った．（図 2） 

３．音の作成と合成（純音の発生）：ファンクションジュネレータとス

テレオを用いて人工的な音を発生させ，様々な周波数をもつ純音を聞く

実験を行った．440Hzと 880Hzの純音で構成される NHKの時報の再現，

合成音の試聴，音叉の共鳴などの実験を行った． 

４．気柱の振動実験（クントの実験）：粒子を封入したアクリルパイプ

の一端にスピーカーを取付け，粒子の運動による気柱内の空気の振動の

可視化実験を行った．スピーカーから様々な周波数の音を入力し，気柱

内の振動の様子をパイプ内の粒子の運動によって観察した． 

５．平板の振動パターンの観察（クラドニの実験）：平板の振動パター

ンを観察した．平板を振動させ，その上に撒かれた砂の模様によって平

板の振動パターンを観察した．平板を振動させる場所によって，様々な

美しい幾何学模様が現れる．参加者に実験を実施してもらい，いくつの

も幾何学模様を作成してもらった.( 図 3） 

６．大声コンテスト：騒音計を利用して，

来場者の声の大きさを計測した． 

上記のすべての実験は，来場者自身が参

加して簡単に行える実験である．これらの

実験を通して，音，騒音，振動などの性質

を理解してもられたものと思う．大人から

子供まで非常に幅広い年齢層の方々が参加

され，興味深く，かつ熱心に実験をしても

たえた（図 4）．これらの実験をとおして，

物理現象や工学への関心を高めてもらえた

ものと考える．  
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液体窒素を使って日常では経験することのない極低温の世界を体験してもらった。物質の性質

が極低温で変化する様子を、液体、気体、固体について実験を行った。 

（１）試験管につないだゴム風船に酸素ガスをつめてその試験管を液体窒素で冷却していくとゴ

ム風船は萎んでいき試験管に淡い青色の液体酸素ができる。（液体窒素の沸点：-196℃、液体

酸素：-183℃）ネオジウム磁石を近づけると液体酸素が引き寄せられる。これは液体酸素が

磁性を持つことがわかる。この性質は量子論でよく説明がつく。高学年から大人まで大変関

心を持たれた実験であった。 

（２）エタノールを液体窒素で冷却し「ガラス性液体」の状態をつくる。（代表的な低分子物質）

エタノールの固体は液体のエタノールに入れると沈んでしまう。水以外の物質は固体になる

と密度が大きくなるため沈んでしまう。 

（３）空気で膨らませたゴム風船を液体窒素に浸しゴム風船の体積変化を観察する。温度による

気体の体積の変化（シャルルの法則） 

  

（４）スーパーボールを液体窒素に浸してみると固くなり硬い音がしてよくはねるが暫くすると

はずまなくなる。温まるともとどおりよく跳ねる。 

（５）植物（花、葉）、果物（バナナ）を液体窒素に浸し瞬時に凍る。植物は水分が凍るため体積

が膨張し細胞が壊れてしまい元の状態には戻らない。 

  

極低温は極限科学の分野ではますます重要になっており、上記の実験は目でみてわかりやすく

すべての年齢層に人気があった。 

これらの実験は応用物理専攻の染矢祥太君、村上匠君に協力してもらった。 
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電気を送っている機器の中には、停電を起こしてしまいそうになると耳では聞こえないような小

さな音（放電による悲鳴？）を発する。ここでは、音の正体と、小さな悲鳴を検出して無停電を実

現する技術を紹介した。 

具体的には、次のような３つの実験を行った。まず初めに、①長細い風船の両端に紙コップをつ

けた風船電話（併せて、一つの風船に３つの糸電話をつけた風船電話も準備した。）を体験して頂い

た。ここで、声による振動がものを伝わって耳に入り、鼓膜を揺らして声や音が聞こえる原理を学

んでもらった。なお、ここで作った電話は、希望者には持って帰ってもらった。 

次に、磁石と空き缶で作った自作スピーカで、ウォークマンから出力される音楽（電気信号）を

聴いてもらい、スピーカの原理とともに音の伝わる現象を理解してもらえるよう努めた。①の実験

同様、驚くお子さんの顔が印象的であった。 

最後に、 ñ停電事故ゼロ社会の実現òために、企業と共同で開発を行っている実験装置の紹介を行

った。ここでは、声や物音などをセンサで測定し、その波形を見せた。また、周波数解析などを行

い、どのような周波数が検出した信号に含まれているか確認してもらった。高校生の皆さんは、ど

のような研究が企業と共同で行われているか興味を持ったようであった。 

以上のようなことで、音と電気、一見意外な組み合わせ、コミュニケーションを体感して頂いた。 
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最近、身のまわりのいろいろなシーンで利用される非接触ICカードをとりあげ、非接触ICカー

ドとICカードリーダとが電波を使い、情報をやり取りしていることにはじまり、ICカードが電池

を持たないにも関わらず電波を発する仕組みについて、LED とエナメル線を用いた簡単な工作を

通して説明した。 

来場した希望者には、来場者本人がエナメル線で簡易なアンテナを作成し、そのアンテナと

LED 素子を結線したものを小さな箱に封入するという簡単な工作に取り組んでもらった。そし

て、工作の成果物をICカードリーダにかざしてもらい、LED 素子が発光する現象を楽しみなが

ら、電力が起こることを体験してもらった。さらに、工作の成果物にICチップを内蔵するICシー

ルを貼り、ICカードに対応したタブレット上で動作するクイズに挑戦してもらった。クイズに正

解するとICシールにポイントが書き込まれ、書き込まれたポイント数を読み取り、ポイントの大

小によって表示が変化するアプリを通して、非接触ICチップへのデータの読み書きを体験しても

らった。 

来場者からは、LED とエナメル線という簡単なものでLED が光る仕組みについて質問を受けた

り、非接触ICカードの種類や特徴、そして自身のもつICカードに書き込まれている情報、クイズ

アプリを作る手段などについて質問を受けた。このような質問があったことから、今回、簡単な

工作とアプリ利用であったが、ICカード内で起こる科学的事柄について興味を持ってもらうこと

ができたと思われる。特に、ICシールのように非接触ICチップを内蔵したものが身近なものとな

っており、将来的なサービスの可能性について感じてもらう良い機会となったと思われる。ま

た、ICシールを台紙からはがすとアンテナ部とICチップを眺めることができ、来場者の多くにと

って初めて見る微細なアンテナとICチップは印象的だったようだ。タブレットで動作するアプリ

では、非接触ICチップとのデータのやり取りを体験してもらい、無線でデータが通信される様を

不思議に感じてもらい、近年注目される近距離無線通信による情報通信技術の仕組みについて関

心をもつきっかけとなったと思われる。 

 

  



－ 38 － 

 

 
  ⁸     

 

 

墨流しで素敵な「しおり」 

墨流しは、マーブリングとも呼ばれている。水に浮かぶ墨汁や絵の具を水面に垂らして模様を

作り、出来た模様を紙に写し取るものである。平安時代（9世紀頃）から伝わる伝統芸術である

が、実は科学が詰まっている。 

墨流し用の絵の具は、水になじまず油になじむ（疎水性の）顔料に、水と油になじむポリビニ

ルアルコール（PVA、洗濯のり）を加えて水中に分散させたもので、専用のものが市販されてい

る。まず、水と疎水性の空気による形成される水面に、この絵の具を垂らすと、顔料が水中に溶

け込むことなく、PVAと相まって水面上に大きく広がる。次に、水面に風を送ったりして模様を

形成させ、半紙などで水面を被って顔料を写し取る。紙の繊維はセルロースであるが、水にも油

にもなじむ性質を有しているため、疎水性の顔料とも相性がよく、模様がうまく半紙上に転写さ

れることになる。 

水面上では淡い模様であるが、写し取られることで鮮明となり、この変化が参加者の興味を引

いたようである。作品は、しおり状に加工し、持ち帰ってもらった。 

 

解けてすっきりパズルの世界 

紐のパズルは古くから知られていて誰でも挑戦できるが、その解き方は数学の「結び目の理

論」とも関係している。しかし、難しい話は別にして、一見不可能に見えるものが、視点を変え

ることで可能となる良い例である。 

小学生低学年から大人まで老若男女30名以上の参加があった。超初級から初級、中級、上級と4

種類のパズルを用意して参加者に難易度順に解いてもらった。最後まで到達できた人は3名、その

なかで小学校高学年の児童が一番早く解いていた。柔軟性のある考え方は年齢や経験に関係しな

いことが分かる。墨流しのしおりが出来上がるまでの待ち時間を利用して参加している人もいた

が、30分以上も真剣に取り組んでいる女子高校生がいた。上級まで解けた人と頑張った人には希

望のパズルを記念としてプレゼントした。 

 

   

墨流しの様子               パズルの様子 
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石油などの化石燃料資源の枯渇、二酸化炭素等の温室効果ガスによる地球温暖化、原発事故に

端を発した原子力に依存しない電力供給への期待などの要因が重なり、太陽光発電に代表される

再生可能エネルギーの利用拡大が図られている。再生可能エネルギーのうち、太陽エネルギーは

宮崎大学工学部での研究開発が活発な分野であり、集光型太陽光発電システムやビームダウン式

太陽集光装置などの実証実験設備を設置して実用化・産業化を目指した研究を推進している。 

太陽光発電は固定価格買取制度の導入によって急速に拡大しているが、太陽熱利用は平板型集熱

器を用いた太陽熱給湯がわずかに認知されている程度であり、日本での普及が遅れている。太陽集

光装置を利用すると超高温の熱を作ることができ、蒸気タービンによる発電や化学反応を進行させ

ることができる。さらに低温の熱は農業用ハウスの空調、木材乾燥、養殖漁業の熱源として利用す

ることによって燃料費を削減し、宮崎県の農林水産業に貢献することも可能となる。このような高

温太陽熱に関する研究を若い世代に知ってもらい、ビームダウン式太陽集光装置を始めとした充実

した施設の認知度を向上させて、理工系への関心を深めるために「環境・エネルギー工学研究セン

ター」として昨年に引き続き参加した。 

内容は、工学部における太陽エネルギー利用技術開発の動向を大判ポスターにより広報すると

ともに、太陽光・太陽熱同時発電システムに展示を行った。太陽熱を利用し

て色々なことが実現可能であることを知ってもらうため、太陽熱温水器模型

キットを提供し、製作してもらった。さらに屋外に大型ソーラークッカーを

設置して、ポップコーンを実際に作り、試食してもらった。太陽熱温水器模

型の製作には幼児から成人までの幅広い年齢層の人が挑戦し、太陽エネルギ

ーへの関心向上に役立ったと考えられる。また、ソーラークッカーよって調

理されたポップコーンは太陽の恵みを受けて、おいしいと好評であった。当

日は日の差す時間帯が午前中の早い時間のみであったため、完成した太陽熱

温水器模型の性能確認ができず、作ることの出来たポップコーンも少量とな

り残念であった。次回は、太陽熱温水器模型の試用ができるように、ソーラ

ーシミュレーターの借用を検討したい。  
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教育研究支援技術センターでは、ペットボトルとガラス球を用いたオリジナルのペットボトル顕

微鏡づくりを実施した。今回、作ってもらった顕微鏡は、複数のレンズを組み合わせた複式の顕微

鏡ではなく、虫めがねのようなレンズ 1 枚のみで構成される単式の顕微鏡である。レンズの一種で

あるガラス球を利用したことで約 100 倍もの倍率で観察できるペットボトル顕微鏡を製作した。本

ペットボトル顕微鏡は、以下の 5 つの手順で作ることができる。 

1.  ペットボトルのキャップの中心に千枚通しで穴を開け、そこにガラス球を固定する。 

2.  ペットボトルを半分に切り、切り口にビニールテープを貼る。 

3.  ペットボトルの下半分からペットボトルの口に合うように切ったプレパラートを作成し、ペ

ットボトルの口にセロハンテープで固定する。 

4.  プレパラートの上に観察サンプルを固定する。 

5.  キャップをはめ、明るい方向に向けた状態で覗き込みながら、キャップを回し、ピントを調

整する。 

サンプルには、表に示したように、玉葱などの簡単に手に入るものを選定し、細胞などを観察し

てもらった。また、ブースに倍率 100 倍に設定した顕微鏡を準備し、顕微鏡で見える画像とペット

ボトル顕微鏡で見える画像がほぼ同じに見えることを、来場者が確認できるようにした。 

当日は、大人から子供まで約 110 名の方が、ペットボトル顕微鏡の作成を行った。また、事前に

スタッフが作成し観察サンプルをセットしたペットボトル顕微鏡で、サンプルのみ観察した方を含

めると、来場者は 150 名を超えていると思われる。参加者に実施したアンケートでも、「身近な材

料で楽しめることが理解でき、子供が科学に興味を持つことができました」などの感想を戴けたこ

とからも、ものづくりと科学の楽しさを体験できたのではないかと思う。 

 

表.  観察サンプル一覧 

だいこん たまねぎ にんじん きゅうり 

ティッシュ はくさい 魚のうろこ りんご 

グラニュー糖 食卓塩 レタス ねぎ 

 

     
     製作の様子          観察の様子           完成品  
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平成 26 年 10 月 25 日（土曜日）に延岡星雲高校において県北地域進学説明会を実施した。本説

明会の構成は、全体説明会と学科別に行う学科紹介の 2 部構成とした。また、昨年に引き続き、最

大 2 学科の学科紹介に参加できるようにプログラムを構成し、生徒に進路選択に関する多くの情報

を与えることに務めた。宮崎大学からの参加者は、教務担当副学部長、各学科説明等担当教員 7 名、

および学生 7 名、教務・学生支援係から 3 名であった。一方、全体説明会には生徒 41 名が参加し、

学科紹介に参加した生徒は延べ 81 名にのぼった。 

県北地域進学説明会では、先ず、参加者全員に対して 7 学科の紹介や取得可能な資格及び入試情

報について説明を行った。その後、生徒は 7 学科の学科紹介に参加し、習得できる能力、高校時代

に準備しておくこと、卒業後の進路、特徴ある教育・研究について、教員や現役の学生から説明を

受けた。また、学科紹介と同時に保護者への個別相談コーナーも設けており、就職状況、奨学金、

大学での修学について質問を受けた。 

 

 

  

       全体説明会の様子              学科紹介の様子 
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1998 年に科学技術庁後援で「科学フェスタ'98in 宮崎科学技術館」を開催して以来、2014 年ま

で 16 回の科学の祭典を継続して開催している。夏休みに一人でも多くの青少年に自然科学の面白

さを体験してもらうことを目的としており、昨年の宮崎大会は 9 千 6 百人に来場いただいた。 

平成 26 年度の「青少年のための科学の祭典宮崎大会」は 8 月 8 日(金)～10 日(日)の 3 日間で開

催することができたが 9 日は台風のため来場者は少なかった。本大会は(財)宮崎文化振興協会と(財)

日本科学技術振興財団が費用を拠出しているが、本大会の運営は小・中・高等学校、高専、大学な

どからの教育指導者で構成される実行委員会が行っている。これら教育機関からの支援がなければ

大会運営は困難である。宮崎大学工学部には第 1 回大会から支援・協力をいただいている。本年度

も教育研究支援技術センターをはじめ工学部の教職員の協力を願った。子供達にも大好評の演示実

験をしていただいたことに、実行委員として深謝している。同時に、次年度も工学部からの本大会

へのご理解、ご協力をお願いする次第である｡ 

 

 
 

物理、化学、生物、地学、環境、エネルギー領域

に関わる展示物、演示実験や工学、農学、医学分野

など科学技術に関わる展示物、演示実験やワーク

ショップなどを実施しました。たくさんのご来場

ありがとうございました。 

 

青少年のための科学の祭典実行委員会  
 

─√╘─ ─  ─  
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実施日 平成 26 年 8 月 8 日（金），8 月 10 日（日） 

子供達に少しでも，科学に興味をもってもらうために，青少年の科学の祭典の体験学習の一つと

して，昨年度から企画している。テーマは「ブルブル虫ロボットをつくるっちゃが！」で工学部か

ら出展らしく物づくりをテーマにしている。 

昨年度，人気があったこともあり，今年は 50 個増やして，150 個分を準備した。それでも，体験

希望者が準備した個数より大幅に上まわり，体験者は抽選となった次年度は少なくとも 200 個以上

は準備したいところである。 

 ロボットのしくみは，携帯電話などに用いられている振動モーターにより，前進するものである。

大学であらかじめ配線した 3×4cm の回路基板に昆虫の足として 6 本の針金を取り付けている。足

となる針金の長さや取り付け角度によってロボットの動きが変わるために，上手く動くように保護

者と子供さんが一緒に考えている場面がみられた。来場者は小学生の低学年が多いため，けがの無

いように全ての作業が色鉛筆と子供用のはさみで切るようにした。 

8 月 8 日から 3 日間開催予定であったが，9 日は台風接近のため，本実験は中止した。 

 

   

図１ むしロボット          図２ ロボットの部品 

 

 

図３ 会場の風景  
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8 月 8 日～8 月 10日の 3 日間「青少年のための科学の祭典 2014 宮崎大会」に出展した。 

我々は「ペットボトルを再利用 エコなアクセサリーを作ろう」というテーマで実験を行った。

実験は，好評であり，連日順番待ちができるほど賑わい，3 日間で合計 650名以上の子供達が実験

を体験してくれた。ただし，二日目は台風の中実施したので参加者は少なかった。実験方法等は以

下の通りである。 

 

●どんな実験なの？ 

ペットボトルの平らな部分を切り取りマジックで模様を描き，

正方形に切ってホットプレートの上に置くと，あら不思議，勝手

に丸まって中空なチューブができます。できたチューブにゴムひ

もを通し手首のサイズで結べばオリジナルのブレスレットに。 

 

●なぜペットボトルは縮むの？ 

ペットボトルはポリエチレンテレフタラートという熱可塑性プ

ラスチック（熱を加えると溶け，冷やすと硬くなり，再加熱すれ

ば溶けるプラスチック）をブロー成型して作っています。熱を加

えて軟らかくし，風船をふくらませる様にエアーを吹き込み型に

合わせ，直ぐに内面を冷やして硬くし，そのままの形を保たせて

います。ふくらませたときの影響が残っていて，再び加熱して軟

らかくしたときに収縮して縮みます。 

 

●実験のしかたとコツ 

1.  ( 炭酸のペットボトルの平らな部分を切り取ります。 

2.  油性ペンでペットボトルの平らな部分に模様を描きます。 

3.  1 辺が 1～2 cmの正方形に切り取ります。 

4.  切り取ったペットボトルをホットプレートの上に置くと，あら

不思議，勝手に丸まって中空なチューブができます。 

5.  できたチューブにゴムひもを通し手首のサイズで結べばオリジ

ナルのブレスレットのできあがり（図 1）。 

  

図 1. ペットボトルブレスレット.  

図 2. 実施風景.  



－ 47 － 

ₒ ─√╘─ ─ 2014 ₓ 

₈ Ɫfi♄◗♥╩≈⅛∫≡  ⌐♅ꜗ꜠fi☺⇔≡╖╟℮!₉ 

☿fi♃כ 

 

 

 

 教育研究支援技術センターでは，8 月 10 日（日）に「青少年のための科学の祭典 2014 宮崎大会」

へ出展を行った。本センターは 2004 年以降毎回出展を行っており，今回で 10 回目の出展となる。

今年は，より多くの来場者の方に楽しんでいただけるよう，「ハンダゴテによる回路工作」（以後，

ハンダゴテ工作）に加え，小学校低学年以下の子供を対象にした「ブレッドボードによる回路工作」

（以後，ブレッドボード工作）の 2 通りの工作方法で出展を行った。 

今回製作する回路は，スイッチを入れると LED が点滅しメロディが流れる「ピカピカ！メロデ

ィボックス」とした。工作時間の短縮を図るため素子数が少ない簡単な構成にし，またオリジナル

な「ピカピカ！メロディボックス」を作れるよう，複数種類の LED やメロディ IC を準備し，参加

者が自由に選択できるようにした。製作マニュアルについても図や写真を多く用い，ハンダゴテや

ブレッドボードの使用方法や注意事項，回路工作手順を明記した。 

当日は，準備していた 60 名分（ハンダゴテ工作 36 名，ブレッドボード工作 24 名）はすべてイ

ベント時間中に予約で埋まり，午後に来場された一部の方には，参加をお断りする事となった。「ハ

ンダゴテ工作」の参加者は，半数以上がはじめて半田付けを体験する子供であったが，回路が完成

する頃にはスムーズに作業を行えるようになっていた。製作した回路は，動作確認を行ったのちケ

ースに収めて持ち帰ってもらった。一方，「ブレッドボード工作」についても，最初は素子の配置の

仕方に戸惑っていたが，マニュアルに沿って作業を進めていくうちに，パズル感覚で楽しみながら

工作に取り組み，回路を完成させていた。「ブレッドボード工作」の参加者には，作成した回路が動

作したらスタッフが事前に半田付けした同一の完成品をプレゼントした。 

今年は，2 通りの工作方法を準備したことや回路を簡単にしたことで，昨年より多くの方に回路

工作を体験してもらうという目的は達成できた。また，「ブレッドボード工作」は初めての出展であ

ったが，当初の予想より短時間で回路を完成させる参加者が多く，次回以降「ブレッドボード工作」

の体験数を増やせることがわかった。参加者へ実施したアンケート結果では，毎年参加してくれる

“常連さん”からは半田付けの時間が短くなり少々物足りないとの意見もあったが，多くの参加者

から回路工作の楽しさを体験できた，との意見を戴くことができた。今後も科学の祭典への出展参

加を通して，子供たちが「ものづくり」や「科学」の面白さを体験するきっかけ作りに貢献できれ

ばと考える。 

 

    

 

 

出展ブースの様子 ブレッドボード工作 完成品 ハンダゴテ工作 
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8 月 23日～8 月 24日の 2 日間「青少年のための科学の祭典熊本大会 2014」に出展した。 

我々は「光る！香る！多機能セッコウ玉子を作ろう」というセッコウで玉子を作るテーマで実験

を行った。グランメッセ熊本を貸し切って実施された本大会は非常に大規模で 37 ブースもの出展

があった。実験は，好評であり，連日順番待ちができるほど賑わいかなり忙しく，2 日間で合計 400

名以上の子供達が実験を体験してくれた。実験方法等は以下の通りである。 

 

●どんな実験なの？ 

水風船の中に焼きセッコウ，空気と蓄光顔料（光を吸収して暗くなると光る物）を入れ，良く混

ぜます。上手に固めることができたら，中が空洞で本物の玉子の様な「セッコウ玉子」ができます。

この「セッコウ玉子」には蓄光顔料が入っているので暗くなると光ります。また，アロマオイルを

吸わせて芳香剤としても利用できます。 

 

●なぜセッコウは固まるの？ 

焼きセッコウ(CaSO4•0.5H2O)は水でこねると急速に水を吸って二水和物(CaSO4•2H2O)となり全体

が固化します。 

     CaSO4•0.5H2O + 3/2 H 2O → CaSO4•2H2O 

 

●実験のしかたとコツ 

1.  焼きセッコウを約 15 g，蓄光顔

料を約 0.5 g と水 18 cm3加え良

くかき混ぜる。 

2.  水風船をはめた 50 cm3注射器に

かき混ぜたセッコウを入れ，空

気ごと水風船に入れる。 

3.  水風船を注射器から外してから

口を結ぶ。 

4.  セッコウがかたよりなく固まる

ように風船をいろいろな向きに回転させる。 

5.  セッコウが固まってきて粘り気がでてきたらゆっくりと回し，セ

ッコウの層を均一にする（注意！ことのき表面を押したりしない

ように本物の玉子のように優しく扱いましょう）。 

6.  10分程度すると，全体が固まってくる。さらに発熱しだす。 

7.  セッコウが動かなくなったら放置し，固まるまで待つ。 

8.  温度が下がったら水風船を破って「セッコウ玉子」を取り出す（図

1）。 

9.  「セッコウ玉子」に好きな香りをつけると芳香剤になる。 

10.  できた「セッコウ玉子」にブラックライトを当て，暗闇で見て 

みよう（図 2）。 

  
図 3．実施風景. 

図 1．夜光セッコウ玉子. 図 2．暗闇で光る夜光セ

ッコウ玉子. 
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「宮崎サイエンスキャンプ（科学どっぷり合宿）」は、宮崎県の「みやざきの科学教育推進事業」

のうちの一つとして開催されているもので、その目的は、合宿による先端科学技術体験学習を通し

て、中・高校生の理科への興味・感心を高めるとともに、新たな科学技術の創造への夢と意欲をも

たせることである。宮崎大学はこの事業に全面的に協力しており、今年度も工学部、農学部及び医

学部で体験学習が行われた。 

なお、「みやざきの科学教育推進事業」は、宮崎県の小・中・高等学校及び大学の理科教育に関

係する教諭、校長、教員及び教育委員会の職員がその推進委員となって、小学校から大学まで連携

した事業であり、宮崎県の極めて独創的な活動である。 

 

記 

 

日時： 平成２６年８月４日から８月７日 （宿泊場所：青島青少年自然の家） 

    ８月４日     １１時００分 開会行事           （宿泊場所） 

                 １３時３０分 オリエンテーション      （宿泊場所） 

    ８月５日及び６日  ９時－１６時        体験学習            （宮崎大学） 

             １６時－１６時３０分  集光型太陽光発電システム見学（５日） 

                         ビームダウン式太陽光集光装置見学（６日） 

             ２０時００分      講習会        （宿泊場所） 

    ８月７日         ９時００分      感想発表会、    （宿泊場所） 

             １２時３０分      閉会行事         （宿泊場所） 

体験学習場所：宮崎大学工学部、農学部、医学部  

各学部４講座で体験学習； 合計１２講座 

対象者・参加者：宮崎県内全域の中学校及び高校からの希望者４１名（中学３年生９名、高校１

年生８名、高校２年生２４名）の生徒が参加した。 

 

内     容： 

受講生は青島青少年自然の家を宿泊場所として、初日の研修では、各学部で開催される講座内容

を中心とした研修を受講した。2 日目と 3 日目の昼間は 9 時から 16 時まで上記の学部の実験室で

科学実験を体験した。工学部では「花の色素を使った太陽電池の先生 - 花力発電- 」、「LEDを用い

た光通信の実験」、「光についてもっと知ろう」、「コンピュータグラフィックスなど映像技術の

展望」の４講座が、農学部では、「海洋環境と微生物の生態を調査してみよう」、「遺伝子増幅法

で植物種を判別してみよう」、「牛乳のサイエンス」、「インフルエンザウィルスについて学ぼう」

の４講座が実施された。また、医学部では「くすりは何故効くの？」、「救急医療を体験しよう。 

ドクターDMATとコードブルーを体験しよう“」、「遺伝子 DNAの観察に挑戦」、「痛みの不思議を

₈ ♅ꜗ꜠fi☺ ₉─₈ ◘▬◄fi☻◐ꜗfiⱪ₉ 
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科学しよう」の４講座が実施された。受講生はこれらの実験講座の中から自分の興味ある２つの講

座を選択し、１日につき１つの講座を体験学習した。また、夜の講習会では各学部から教員や院生・

学生が参加し、大学での学習、研究や生活などについて受講生との懇談を行なった。工学部からは

６名の大学院生と１名の教員が参加した。 

受講生アンケートによると、「自分で実験することはとても楽しいことだと分かった。」、「ま

すます工学部に行きたくなった。」、「今日聞いた話を学校のみんなにも教えてあげたい。」など

の感想が寄せられ、すべての生徒が満足してくれたようである。 

  

 

≢ ↕╣√ ≈─ ─ ⁸ ┘ ┼ ⇔√  

 

題目：「花の色素を使った太陽電池の作製～花力発電～」 

担当：白上 努 准教授（環境応用化学科） 

内容：現在、地球環境問題の観点から、石油等の化石燃料に替わる再生可能エネルギーを利用する

技術の開発が望まれています。その中でも、太陽光エネルギーを電気エネルギーへ変換でき

る太陽電池が有望とされ、実用化に向けた開発が急速に行われています。本講座では、紫外

線防止剤や光触媒でよく知られている酸化チタンと花などに含まれる色素を組み合わせた

太陽電池を作製します。これは色素増感型太陽電池と呼ばれ、従来のシリコン太陽電池とは

全く異なる原理で発電します。現在、小型の太陽電池としての利用が期待されています。実

習では、ハイビスカスの色素と酸化チタンを組み合わせた太陽電池を作製します。作製した

電池に光を当ててモーターを回すことで、身近に存在する太陽光を電気エネルギーとして利

用できることが実感できます！ 

 

題目：「LEDを用いた光通信の実験」 

担当：横山 宏有 助教、碇 哲雄 教授（電子物理工学科） 

内容：きれいなイルミネーションやエコな照明に利用されている LED（エル・イー・ディー）は発

光ダイオード（Light Emitting Diode ）と呼ばれる発光素子です。皆さんの中には、この LED

と太陽電池の基本的な構造が同じであるため、LEDに光を当ててあげると発電する事を知っ

ている人もいると思います。今回はこの LEDや太陽電池で使用されている基本構造である

「pn接合」とその材料になっている「半導体」について学習するとともに、発光・発電の様

子を LEDを用いた光通信を使って実習します。この時に使用する光通信用の実験装置は皆さ

んと一緒に簡単な電子工作で製作します。また、光はその色によって異なるエネルギーを持

っていますが、使用する LEDの発光色を変化させて送受信させることで光の持つエネルギー

についても学習します。 

 

題目：「光についてもっと知ろう」 

担当：窪寺 昌一 教授、加来 昌典 助教（電気システム工学科） 

内容：私たちは光に囲まれて生きています。特に太陽は常に地球を照らしていて、人間がヒトに進

化するはるか前から輝いています。そんなあたり前にある「光」についてあらためて考えて

みましょう。光にも種類があります。色が異なることはすぐにわかると思いますが、光の強

さや発光する時間といった観点からも光の種類を区別することができます。このような光の
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色々な側面について実験を通じて理解してもらいます。さて、ここで問題です。ろうそくの

光、ガス灯、白熱電球、蛍光灯、いずれもひと昔前から現在まで使われている照明器具です。

このなかで仲間はずれを見つけてください。答はキャンプ当日に。 

 

題目：「コンピュータグラフィックスなど映像技術の展望」 

担当：坂本 眞人 准教授（情報システム工学科） 

内容：今日、画像処理、コンピュータグラフィックス（CG）、アニメーション、バーチャルリアリ

ティ（VR）、拡張現実（AR）など映像技術がめざましい発展を遂げており、今後も重要なコ

ミュニケーション手段の一つとして科学、設計、医療、教育、訓練、経営、芸術、娯楽など

様々な分野に貢献していくことでしょう。 

本講座では、これら映像技術の変遷と今後の動向について勉強して頂き、実際に関連する

ソフトウェアを用いて映像技術の一端に触れながら理解を深めて頂こうと思っています。 
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                                  SSH      

 

宮崎県立宮崎北高等学校は平成 15 年度以降、文部科学省からスーパーサイエンスハイスクール

（SSH）の指定を受けている。今年度は平成 24年度からの 5 年間の指定の中で 3 年目を迎えた。宮

崎大学は、SSH指定初年度より同高校からの協力要請を受け、工、農、教育文化学部からそれぞれ

１名の運営指導委員が委嘱され、その運営に協力している。 

北高の SSHにおける研究課題は「科学的な探究方法の学びや体験をとおして、事象や原因を客観

的に捉え解明しようとする態度や論理的な思考力を身につけさせるとともに、国際的な視野に立っ

て自らの考えを発信し、将来、科学の発展に寄与できる人材の育成をめざす教育課程や指導方法、

及びその研究成果の普及に係る研究開発」である。その取り組みの中で、本年度「スーパーサイエ

ンスコミュニケーションⅠ」の授業の成果として行われた、英語によるポスター発表や、学校設定

科目の一つ「科学探求」における研究指導、高大連携として、高大接続を目的とした「高大ブリッ

ジシステム」の研究・実践、について宮崎大学工学部が協力している。 

 

記 

 

平成２６年度 宮崎北高等学校 SSHに対する協力 

1．運営指導委員会 

    第 1 回 平成 26 年 6 月 27日  宮崎北高等学校 尚志館 

    第 2 回 平成 27 年 3 月 17日  宮崎北高等学校 尚志館 

              

2. サイエンス科 3 年生「科学探究 英語によるポスターセッション大会」の審査員担当 

    平成 26年 6 月 27 日 13:20 ～ 15:55  宮崎北高等学校 第 1 視聴覚室 

       審査員：本学外国人留学生 9 名 

       工学部引率者：工学部国際教育センター  出口 近士 教授 

 

3．推薦入試合格者への入学前指導内容の指定 

宮崎大学のセンター試験を課さない推薦入試合格者に対し、入学前に工学教育基礎センターが数

学、物理の課題を課している。 

 

4. 理数科系課題研究発表会ステージ発表部門の審査員担当 

    平成 27年 3 月 10 日 10:00 ～ 15:00  宮崎北高等学校  

       審査員：工学教育研究部  山内 誠 教授 
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－ 53 － 

 
 
 

 

宮崎県立宮崎西高等学校附属中学校では「総合的な学習」の時間を活用して、中学生に科学の面

白さや奥深さを伝え、将来、科学の分野で世界をリードする生徒の育成を目指した「探究」の時間

が設定されている。この講義の実施に際し、宮崎大学には 6 件の講義担当依頼があり、工学部から

は下記のとおり 2 件の講義を担当した。 

 

記 

 

平成 26 年度 宮崎西高等学校附属中学校への講義 

 

平成 26 年 7 月 17 日 

₈ ≤ Ⱶ◒꜡⌂ ⅛╠ⱴ◒꜡⌂ ╕≢ ₉ 
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【講義内容】 

2014 年 7 月 17 日に宮崎西高等学校附属中学校視聴覚室にて 2 年生 77 名を対象として講義と実

験を行った。前半の講義では、まず原子・原子核・素粒子とは何なのかを解説し、ヒッグス粒子発

見のノーベル賞受賞についても触れた。そしてこの宇宙に存在する 100 種類近い元素の原子核は星

の内部で合成された事を紹介した。後半の実験では、ヨウ化ナトリウム（NaI ）サーベイメーター

を用いて生徒に放射線測定を体験してもらった。生徒達は積極的に、室内の環境放射線量や、食物

や人体に含まれる塩化カリウム、ランタンのほや等の身近な物から出る放射線の測定に参加した。

またアルミニウム、銅、鉛を用いて金属による放射線の遮蔽効果の測定を行い、放射線と物質の相

互作用に関する考察を促した。生徒たちは、人類が日常的に放射線を浴びている事に驚くと共に、

非常に熱心に実験に参加していた。また、放射線被曝による健康リスクや放射線の医療応用などに

関する質問も多く寄せられ、生徒たちの関心の高さを示していた。 

 

  

┼─  
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平成 26 年 12 月 8 日 

₈ ה ⌐ ─ ≢ ⇔√™- ╩ ™√ ─ -₉ 
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【講義内容】 

2014 年 12 月 8 日に宮崎県立宮崎西高等学校付属中学 1 年生 80 名が宮崎大学に来学し、プレゼ

ンテーションルーム（D204）にて講義を行った。講義の内容は、まず①大学とは、工学部とはどん

なところなのか、②私の学生時代（特に西高時代、宮崎大学の学生時代）、③生体信号を用いた機器

の最新情報およびその基礎知識に関して座学形式で講義を行った。その後、④生徒 3 名を選出して

生体信号を用いた機器の体験、⑤宮崎大学工学部で開発した福祉機器のデモを行った。 

講義中は熱心にメモ等を取りながら聞いており、機器の体験に関しても間近でクラスメイトが機

器をコントロールしているのを見て、とても興味を持っているように感じられた。最後の質疑応答

に関しても、多くの質問がなされた。後日頂いたアンケート結果から、講義をとおしてロボットや

福祉機器に関心を持ってくれたようであった。 

 将来、本講義を受けた生徒の中から工学の分野で活躍する生徒が一人でもいることを期待してい

る。 
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本ネットワークは、高等学校と宮崎大学工学部との教育に関する様々な連携活動を踏まえ、平成

１８年に設立されました。今年も各部会（物理・化学・数学・工業系）において継続して高大連携

が進められました｡各部会の活動のより詳しい報告等は専用のweb ページに掲載しています（宮崎

大学工学部のトップページに入り口があります）ので、是非ご覧ください｡ 

 

高等学校と宮崎大学工学部との教育ネットワークに関するページ 

http://www.miyazaki -u.ac.jp/tech/eng-network/index.html  

 

本稿では以下、今年（平成２６年１月～１２月）の主な取り組みから概要を紹介します。 

 

 

１．教科間の連携を模索（物理、数学） 

物理部会では、｢高等学校と大学との物理教育に関する連絡会｣を定期的に実施しており、この会

合を高大連携の柱としている。連絡会では、学内外から講師を招いての各種講演会や、高校や大学

の教員による教育研究の発表などが行われている。第２２回会合（平成２６年３月実施）では、子

どもたち（小中高）の「理科離れ」をテーマに、また第２３回会合（平成２６年７月実施）では「実

験室ではなく講義室でできる物理実験」をテーマに、それぞれ学外の専門家による講演が行われ、

講演者を囲んで活発な議論がなされた。第２４回会合（平成２６年１１月実施）では、２０１４年

のノーベル物理学賞日本人受賞を記念して学内の専門家による講演が行われ、青色 LED や本学で

実際に行われている研究についての理解が深められた。以上のような企画と並行して、連絡会では

現在、継続的な協議題「物理と数学の連携について」が進められている。第２２回会合では高校の

数学科教員（複数名）を招いての情報交換がなされ、また第２３回会合では高校現場での実践例（物

理授業に数学教員による解説を盛り込む取り組み）が紹介され、具体的な連携に向けての協議が進

められた。第２４回会合では、宮崎大学工学部における物理基礎教育について学内の基礎教育担当

教員による解説講演が行われ、高校・大学での現状についての情報交換や指導方法についての協議

がなされた。 
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２．高大連携協議会の開催（工業系） 

工業系部会の活動として、機械系と電気系のそれぞれにおいて、工業高校と宮崎大学工学部の対

応する学科との間で協議会を継続的に実施している。平成２６年の主な協議内容を紹介する。 

 

○機械系：平成２６年１１月２８日（於 宮崎大学） 

大学ならびに高校の現状報告が行われた後、今後の高大連携について検討を行った。主な内容は、

デザイン課題に関する授業の相互乗り入れ、宮崎県のスクールトライアルを利用した高校でのイン

ターンシップ、大学の研究室でのインターンシップについての学生・生徒主体のものと、宮崎大学

が実施を予定している「学び直し塾」、すなわち、地域貢献のために社会人向けに専門講義を行う事

業への非常勤講師としての協力依頼についてであった。また、ものづくり教育に関しての意見交換

も行った。 

 

○電気系：平成２６年１０月２８日（於 宮崎大学） 

①平成２４年度以降の推薦入試の状況と平成２７年度推薦入試の説明を行った。 

②電気系学科の特徴と学生の現状報告が行われた。 

・電子物理工学科：学科紹介と県内の工業高校から進学している学生の状況説明が行われた。 

・環境ロボティクス工学科：学科紹介と電気系の生徒を積極的に受け入れたい旨説明があった。 

・電気システム工学科：教育の取組として (1)成績の順位付けを GPA と呼ばれる（擬似）国的

な計算結果に基づいて行い、研究室の配属を行ったこと (2)電気システム工学基礎演習等の

少人数教育や教員と学生との懇談会 等の紹介 (3)電気システム工学プロジェクト実験や電

気システム工学課題演習 等の紹介を行った。 

③工業高校の現状報告や要望等、意見交換を行った。 

④高大連携の必要性と連携事業の取り組みの進捗について意見交換した。（出前講義の更なる充

実、出前講義リストの作成、理科授業の例を紹介） 

以上 
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 宮崎大学では、本学の教育研究について地域の理解を深めることを目的として、高等学校や高等

専門学校に本学教員が出向いて講義を行う「出前講義」を行っています。学問の最先端の話題や魅

力についての紹介や、本学の入学者受け入れ方針・教育目標について説明します。高等学校と本学

との連携の一環として、お気軽に御利用ください。申し込み・お問い合わせは宮崎大学学生支援部

入試課までお願いします。 

 平成２６年に工学部の教員が行った研究内容の講義および工学部の案内( 進学説明を含む) を

紹介します。 

 

    環境に優しい有機化学の確立を目指して 

    菅本 和寛 

    ５月２８日（水）10:50～12:40  宮崎県立妻高等学校  ４７名 

  

  学部紹介と学科紹介を中心に説明した後，自分の研究内容を分かりやすく講義した。 

 

 

    土木分野における交通計画 

   社会環境システム工学科 嶋本 寛 

    ６月１４日( 土) 11:00 ～12:00  鹿児島県立鹿屋高等学校  １６名 

  

  宮崎大学工学部，特に社会環境システム工学科の講義・研究内容について簡単に説明した後，特

に交通計画に関する研究内容が地域社会にどのように役立っているかについて説明した． 

 

 

    現代社会におけるロボットの開発・活用 

   環境ロボティクス学科 佐藤 治 

    ６月２１日( 土) 10:30 ～12:00  宮崎県立小林高等学校  １８名 

  

  robot 開発の現状として，video clip で android ，humanoid(ASIMO), 介護用 robot, 自動車の 

robot 化（衝突防止装置，自動運転装置）について説明するとともに，持参した microcomputer を

用いて，数行の program 変更による step motor 速度制御や, 音楽演奏の実演を行った。 

 

 

    宮崎から始めるエネルギー改革 〜宮崎大学太陽光発電プロジェクトの概要 

   電子物理工学科 福山 敦彦 

    ７月４日（金）13:00～15:00  宮崎県立都城西高等学校  ４２名 

  

  再生可能エネルギーとして最も注目を集めている太陽光発電について、その必要性から太陽電池

の動作原理を講義し、宮崎で研究開発を行う上での利点を述べた。その後に宮崎大学で行っている

プロジェクトの概要を説明し、いくつかの質問を受け付けた。 
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    ロボット技術の環境保全への活用について 

   環境ロボティクス学科 佐藤 治 

    ７月８日( 火) 14:30 ～16:05  宮崎県立高千穂高等学校  １４名 

  

  「環境保全」を「環境破壊の防止」「エネルギ無駄遣い防止」の観点で捉えて， 

ロボット技術（センサー・アクチュエータ・コンピュータ）の応用例として， 

① 人工光合成（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ）の太陽追従装置とその効率，無菌室内の水耕栽培の制御技術， 

② ヒューマノイドロボット開発の現状，米国防省のロボティクスチャレンジ， 

③ 「（エネルギ無駄＝事故）防止」の自動車・ロボット化（衝突防止・自動運転装置） 

についてビデオクリップで説明し，ロボット技術の基礎として， 

④ 持参したマイクロコンピュータで モータ速度制御や, 音楽演奏の実演 

を行った。 

 

 

    地震発生のしくみと地域の取組 

   社会環境システム工学科 原田 隆典 

    ７月１９日（土）10:40～12:30  宮崎県立日向高等学校  １９名 

 

  土木工学とは、過去400年間の大被害地震の規則性、大震災の正体、率先避難者、大被害地震へ

の防災対策における物理法則に基づくコンピュータシミュレーション技術の重要性 

 

 

     宮崎から始めるエネルギー改革 〜宮崎大学太陽光発電プロジェクトの概要 

   電子物理工学科 福山 敦彦 

    ７月２３日（水）12:30～14:20  宮崎第一高等学校  ３０ 

 

  再生可能エネルギーとして最も注目を集めている太陽光発電について、その必要性から太陽電池

の動作原理を講義し、宮崎大学で行っている研究開発を説明した。また、こういった研究開発にど

ういった学問が利用されているかも概説した。最後に、いくつかの質問を受け付けた 

 

 

     プラズマ利用の環境浄化とフードビジネスへの挑戦 

   電気システム工学科 迫田 達也 

    ９月１９日（金）13:40～15:25  宮崎県立宮崎西高等学校  ４２名 

  

  （前半）大学及び大学院生の 1 日について学科時間割を参照しながら紹介 

    電気系の学生のニーズが高いことを紹介 

    電気分野の研究が幅広いことを紹介 （情報通信, エネルギー分野を紹介） 

  （後半）宮崎県の農業の現状、フードビジネスを紹介 

    プラズマによる殺菌技術を紹介（マンゴー、かんしょ、いちご） 
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     「情報ランドへようこそ」 

   情報システム工学科 伊達 章 

    ９月１９日（金）13:40～15:25  宮崎県立宮崎西高等学校  ４９名 

 

  情報系学科に進学を希望する高校生がもつ、次のような問に回答する講義をした。 『情報系学

科に進学すると、1) 具体的にどんな科目を勉強するの？ 2) 何をすれば卒業できるの？ 3) 卒業

後、どういう職業に就職できるの？ 4) 途中で気が変わったら、どうすればいい？ 5) そもそもど

うやって大学を選べばいい？』 

 

 

     

   機械設計システム工学科 盆子原 康博 

    ９月１９日（金）13:40～15:25  宮崎県立宮崎西高等学校  ４１名 

  

  はじめに、機械設計システム工学科における教育や研究の概要について説明した。その後、機

械や構造物における振動問題、とくに自励振動について実際の事例を挙げて説明した。その中で、

簡単なデモ実験も実施するとともに、最先端の制振技術や研究について紹介した。同じ講義の内

容を 2 回実施した。 

 

 

     

   電子物理工学科 森 浩二 

   ９月２４日（水）15:00～16:30  宮崎県立延岡高等学校  ７名 

 

  Ｘ線天文衛星で取得した中性子星からのＸ線スペクトルから、中性子星の質量を測定する方法を

解説した。 

 

 

    流星塵と流星電波観測 

   電子物理工学科 前田 幸治 

    ９月２５日（木）13:30～16:30  宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校  ３０名 

 

  ここでこれまで行ってきた流星電波観測と流星塵の観測がどのような関係にあるのか。また、流

星塵とはどんなもので、観測にどのような注意点が必要かを講義した。その後、高校生から実際の

観測結果等の発表があり、それを聞いてコメントし、結果を検討した。 

 

 

     

   電子物理工学科 森 浩二 

    ９月２５日（木）13:30～16:30  宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校  ８名 

 

  五ヶ瀬中等教育学校で進めているフォレストピア学習における研究について、アドバイスをおこ

なった。私が担当した内容はオーロラの研究と、円周率についての研究であった。 
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   環境応用化学科 大榮 薫 

    １０月４日（土）11:00～12:20  宮崎県宮崎大宮高等学校  １４名 

 

  宮崎県高千穂町土呂久地区で起こった砒素鉱害およびアジア地区の地下水砒素汚染問題を通して

砒素の毒性や水の大切さを学ぶとともに、我々の研究グループが現在取り組んでいる砒素除去材の

開発に関する最新の研究を紹介した。 

 

 

     

   情報システム工学科 古谷 博史 

    １０月９日（木）14:25～16:15  宮崎県立妻高等学校  ４４名 

 

   

 

 

     

   情報システム工学科 山森 一人 

    １０月２４日（金）14:35～15:30  宮崎県立福島高等学校  ２２名 

 

  アドミッションポリシーを紹介した上で、グループ演習や卒業研究、ゲーム制作会社への就職は

大学からはほぼ無いことなどを説明した。 

 

 

     

   電気システム工学科 淡野 公一 

    １０月２５日（土）10:30～11:40  宮崎県立都城西高等学校  ７０名 

 

   

 

 

    -  

   電子物理工学科 西岡 賢祐 

    １１月１５日（土)10:45 ～11:35  宮崎県立宮崎南高等学校  ８３名 

 

  太陽光パネルの仕組みや日本や世界における太陽光発電の現状と将来について最新の情報を講義

した。また、宮崎大学で行っている太陽光発電の研究施設が日本一の規模であることや、研究の進

め方や論文作成の基本、さらに特許出願いった成果の発表のしかたについても講義した。 
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   環境ロボティクス学科 佐藤 治 

    １２月６日( 土) 10:30 ～12:00  宮崎県立日南高等学校  ２３名 

 

  ①工学部ではどのような学問を学び、人材を育成しているのか 

 Ƃ「公式丸暗記ではなく作り出すこと/ 三角関数の公式の導出」Ƃ基礎を応用して「ものづく

り」に活かすこと、 

 ②大学の講義内容の紹介と模擬授業 

 Ƃ「基礎教育」の紹介Ƃロボット開発の現状/ 最適制御数値計算と実験例/ 自動車のロボット化 

  パソコン計算（実演）・ビデオクリップによる説明と持参したﾜﾝﾎﾞｰﾄﾞﾏｲｺﾝのモータ制御・音

楽演奏実演 

 ③人生経験から思う、現代の若者論やエピソード 

 Ƃ人生の岐路における人との出逢い、飫肥藩の先達（せんだつ）「小倉処平」から学ぶこと 

 ④【質問】自動運転装置の実用化・市販時期、プログラミングについて 
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╩ ⇔√ ⱪ꜡◓ꜝⱶ 

ⱪ꜡☺▼◒♩ 

  

 

工学に求められる社会的ニーズは、研究開発の動向に大きな影響を与え、各分野の科学技術振

興の原動力になっている｡この状況は工学教育においても同様であり、伝統的な学問の教授に加え

て、そのときどきで大きな社会的ニーズをもった分野における技術者を養成する教育が求められ

るようになった｡宮崎大学工学部では、その普及が急速に進められつつある太陽光発電について、

将来技術開発の核となりうる高度な専門技術を身につけた技術者を育成するために、太陽光発電

に関する総合的教育プログラムをいち早く立ち上げ、これまで五年間にわたって継続的に実施し

てきた｡ 

平成26年度も引き続き｢太陽光発電関連産業群形成を目指した高度人材創出プログラム｣を実施

した｡これは、学生に加えて求職者や中小企業の技術者を対象とし、合計32コマの研修を、大学教

員や各企業の専門家を講師として招き、学問的基礎から実学的話題までを習得することを目的と

する事業である｡今年度については、工学部の福山先生主導の元、前半の基礎講座となる16コマを

実施した。 

 

【研修1: 平成26年12月12日(44) 、13日(50) 、20日(47) 、平成27年1月23日(46) 実施】※（）内は受

講者数 

テーマ一覧:  半導体と光吸収、半導体と伝導機構、p- n接合とキャリア拡散現象、p- n接合と光起

電力効果、現在のエネルギー問題＆太陽電池の現状、シリコン太陽電池の作製プロセス、Ｓｉ太

陽電池のモジュール技術１・2、CIS太陽電池材料の物性、CIS太陽電池材料の評価、CIS太陽電池

の作製プロセス１・2、高効率太陽電池の現状、集光型太陽電池の現状、有機系太陽電池概論、有

機系太陽電池の研究開発動向 

 

   

 

  

╙─≠ↄ╡  
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꜡Ⱳ♥▫◒☻  

  

 

宮崎大学工学部と株式会社ホンダロックとの間で平成20年9月16日に締結された｢産学連携に関

する基本協定書｣に基づき産学連携活動を｢技術開発分科会｣、｢人材分科会｣、そして｢知的財産分

科会｣において実施してきた｡また、各年度の4月に定例協議会を実施してきた｡ 

平成26年度の各分科会および定例協議会の活動実績は以下の通りである｡ 

 

【技術開発分科会】 

技術テーマとしては生産技術領域において、｢光切断法を用いた3次元ビジョンセンサーの開発｣

（川末教員）、研究開発領域において「Mg- 異種材料接触部腐食メカニズム解明」（酒井教員、松

永教員）について活動を行った。 

 

【人材分科会】 

平成26年6,7月に一次試験、二次試験を実施し、4名が内定した｡ 

 

【定例協議会】 

平成25年5月30日に、ホンダロック社会議室にて実施された｡工学部から6名、ホンダロック社か

ら10名、外部専門家委員1名（宮崎県工業技術センター）が出席し、2013年度活動実績、2014年度

活動予定、そして今後の展開についてホンダロック社から報告が行われ、それぞれの事項につい

て質疑応答がなされた｡そして外部専門家委員、ホンダロック社、工学部からの講評が行われた｡ 

 

  

ⱱfi♄꜡♇◒≤─  

図：5/30 実施の定例協議会の風景 
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宮崎大学工学部では、地域との連携の一環として、地元企業からの卒論テーマを募集し、学生の研究

課題としております。平成１７～２６年度の１０年間に採択され、実際に取り組んだテーマの一覧（提

案企業、研究内容、担当教員）を記載します。 

 

平成１７年度（５件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

北川町役場 町を水害から守りたい！ 杉尾教員 

宮崎県警察本部 交通部交通規制課 自動車交通の依存度が高い宮崎市における人と車の共存に関す

る研究 

出口教員 

（株）地域経済研究所 宮崎市および近郊地域におけるスローウェイ整備の可能性調査 出口教員 

（株）NTP 真空紫外光の応用に関する研究 横谷教員 

（株）NTP 高出力真空紫外光源の開発 窪寺教員 

 

平成１８年度（４件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

宮崎県企業局 高圧配電線の地絡事故点検出 大坪教員 

宮崎県水産試験場 陸上養殖における水質浄化技術１水流制御による固形残渣の効

率除去技術の開発 

菊地教員 

宮崎県企業局総合制御所 自然エネルギーから作った電気で水を分解して水素を取り出す

研究 

大坪教員 

多田産業株式会社 剣道防具の衝撃を緩和する方法 鄧教員 

 

平成１９年度（７件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

( 有) 新福青果 ミニゴボウ収穫方法に関する研究（引抜き収穫のための力学的

検討） 

鄧教員 

（株）沖マイクロデザイン 液晶ドライバの位相補償法に関する検討 淡野教員 

（株）沖マイクロデザイン アナログ集積回路の高線形化技術 淡野教員 

宮崎県木材利用技術センター 蒸気加熱式木材乾燥機内の風速分布に関する研究 平野教員 

旭化成ケミカルズ( 株)  結晶セルロース（MCC)粒子表面と多糖類間相互作用のミクロシ

ミュレーション解析 

湯井教員 

( 株) ブリヂストン 難燃性イオン液体の開発 保田教員 

白上教員 

宮崎県企業局 自然エネルギーから作った電気で水を分解して水素を取り出す

研究 

大坪教員 

 

⌐╟╢  ⱴכ♥



－ 65 － 

平成２０年度（８件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

( 株) ブリヂストン中央研究所 難燃性イオン液体の開発及びその光・電気化学的挙動解析 白上教員 

富士シリシア化学株式会社 コバルトフリー型新規湿度インジケーターの開発 保田教員 

旭化成ケミカルズ（株） 晶性セルロース（ＭＣＣ）粒子表面と多糖間相互作用のミクロ

シミュレーション解析 

湯井教員 

（株）沖マイクロデザイン ＬＳＩ内部に作り込む温度センサー回路 淡野教員 

（株）ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なデータベースの構

築 

淡野教員 

三和精密工業株式会社 アルミ鋳造用金型の熱損傷分析と改善策の検討 鄧教員 

（有）新福青果 ミニゴボウ生産用農機の開発 鄧教員 

（株）ホンダロック フレキシブルワーク固定治具の開発 鄧教員 

 

平成２１年度（３件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

（株）ブリヂストン中央研究所 難燃性イオン液体の開発 白上教員 

（株）ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なＷｅｂデータベー

スの構築 

淡野教員 

田村教員 

（株）ホンダロック生産技術部 ピン・プレート型フレキシブルワーク固定治具の開発 鄧教員 

 

平成２２年度（７件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

東京国際技術研究所 平板反射集光型太陽電池の出力特性の評価 迫田教員 

（株）ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なＷｅｂデータベー

ス構築・運用 

淡野教員 

田村教員 

社会福祉法人恵佼会ＣＡＤセンター 視覚障害者のためのトイレ室内誘導・補助システムの開発 淡野教員 

田村教員 

( 有) 鹿嶋福祉器研究所 福祉用具らくらくつりわ金具による故意の事故防止対策研究 淡野教員 

田村教員 

( 株) ウィズダム 新たな農薬散布機器の開発：効果の理論的解析と人体への影響

に関する考察 

淡野教員 

( 株) ブリジストン中央研究所 発光性イオン液体の開発 白上教員 

( 株) ホンダロック生産技術部基幹技

術課 

フレキシブルワーク固定治具の実用化 鄧教員 
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平成２３年度（４件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

社会福祉法人恵佼会ＣＡＤセンター 視覚障害者のためのトイレ室内誘導・補助システムの開発 田村教員 

（株）ウィズダム ナノミスト噴霧装置を用いた農作物への忌避剤噴霧実験 淡野教員 

（株）ひなもり銘木 発光性イオン液体の開発 白上教員 

（株）キヨモトデックイチ自動機部 汎用根菜収穫期の実用化 鄧教員 

 

平成２４年度（４件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

ＰＶＧ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ株式会

社 

両面受光型太陽電池モジュールの屋外出力評価 西岡教員 

瑞穂医科工業株式会社 骨格系部材疲労試験機の設計製作 鄧教員 

多田産業株式会社 剣道防具の打撃緩和性能の向上に関する研究 鄧教員 

（株）ウィズダム サブミクロンミスト発生装置のミスト径コントロールシステム

の構築 

淡野教員 

 

平成２５年度（２件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

東九州メディカルバレー構想 コー

ディネータ 

ロコモ症状と年齢との相関に関する研究 鄧教員 

多田産業株式会社 剣道防具の打撃緩和性能の向上に関する研究 鄧教員 

 

平成２６年度（１件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

多田産業株式会社 剣道防具の打撃緩和技術と面の耐久性に関する研究 鄧教員 

 


